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図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツール着す。（特許出願中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ講

撫 ’座ったままでの操作を可能にした大型偏心レンズ採用

エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースポイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ポイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ボイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位麓しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《x

プラン360>が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。

鰯

エクスプラン

岬l皿N
●幽騨図形･闘鰡図形・直線曲啄混合図形の面摘､線長を同時芥藍測定●ｽｲｯﾁONですぐ測定

できる原点スタート方式●銀分解能0.05m●測定範囲380m(上下)×1閲加0照､(左右）・コードレ

スの充電式〈日時間充電で20鱒間使用）●非鉄金属製を軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法旧Ox367

×47噸(本体）●酌量1,0kg(本体）

ウシカタエリアカーブメータ

牛方商異伽
東京者B大田区千鳥2－l2－7

UghikataTEi=63(750m42代〒146
燕誌名ご記入の上、カタログをご請求ください。
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論 壇

｢粗放林業｣論への疑問

はんだりょう

半田良
いち
＊

一
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最近，林野庁特に国有林当局者の間で「天然林施業」とドッキングする形で，「粗

放林業」を育林技術の指針にしようという険討が進んでいるようである。また本誌を

はじめ，種々の林業誌でも，「粗放林業」の提唱が散見される。木材不況が長びき，

世界木材市場も将来とも供給過剰の継続が予想されるなかで，森林経営者たちが市場

対応行動として「操短」に向かうのは，やむをえぬことかもしれない。しかし少なく

とも林政のレベルで「粗放林業」をスローガンにすることには承服しかねる。行財･政

緊縮のもとで生産政策を自由に展開できない当局者の焦燥感はよく理解できるだけ

に，矛盾に眼を覆いその場しのぎの論理でつじつま合わせすることのないように，願

わずにはいられない。

「粗放林業」論の集約・粗放（ないし集約度）という概念は，土地生産業において，単位面積当たり

根拠とその諸局面の投入量，したがってまたそれと正の相関関係にある産出量の水準を示す。土地に対

する投入量を増やすことが集約化，減らすことが粗放化である。

さて経済理論的にいえば，投入物に対する生産物の交換比率（相対価格）が低落す

る場合，生産者にとっては，収益の減少をできるだけ回避するために粗放化を選択す

るのが合理的である。そして生産者がすべて合理的に行動すれば，生産物の総供給量

の減少によって新しい需給均衡状態が出現し，相対価格の低落に歯止めがかかるはず

である。しかし，生産者の反応が鈍くて合理的に行動しないと，価格はさらに低落し

生産者は自分の首を締める結果になる。周知のごとく，木材価格は人件費や生産資材

の価格に比べて近年著しく低下しているが，森林経営者の大多数は事態に対応した合

理的行動をとれないでいる。政策担当者がこのような認識をもつならば，彼らを啓蒙

して「操短」をすすめる必要がある。このように，需給＝価格政策視点から供給量の

抑制をめざして粗放林業が提唱される場合がある。

けれども，森林経営にとって「操短」の方法は，経営林全体の集約度をいっせいに

引き下げることだけではない。経営林の一部分では従来どおりの集約度で生産を続け

る一方，他の部分では生産を見合わせる形，すなわち減反政策によっても，需給＝価

格政策としての効果は同じである。

*京都大学農学部ところで育林の生産期間は非常に長いから，当該森林経営がその間のどの段階にあ

教授るかによって，集約度引き下げの具体的な形は異なる。例えば，①林分が予定された

伐期齢に達した段階であれば，それを延長し当面の伐採を控えること（長伐期粗放

林業技術No.5311986.6
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化)，②若齢林の段階であれば，その後の保育作業を省くこと，③更新前の状態であ

れば，更新のための作業量を減らすこと（手抜き粗放化）である。一方，集約度引き

下げが木材産出量に影響するまでの期間は，①は即時的だが，②，③は長年月を要す

る。したがって早期の政策効果を求めて木材供給を縮減するためには，①の考えに基

づき，主伐対象林分の一部の伐期齢を繰り延べるのが妥当な方策であろう。なおこの

場合，木材需給事情が変わっても，何ら支障を伴うことなく自在に伐期齢を元に戻す

ことができる（紙幅の都合上，長伐期粗放化のことはこれ以上，論じない)')。

これに対し，手抜き粗放化に踏み切るかどうかは造林政策の範囲に属する。そこへ

木材需給対策レベルの判断をもちこんで方向づけするのは，大局を誤るおそれがあ

る。造林政策の基本は，一方では自然力をフルに活用しようとする人間の営みを受容

できるような技術を独得し普及すること，他方では木材供給機能と森林の他の諸機能

とのバランスを判断して施業を方向づけることであろう3)。

ここで，人工林施業と天然林施業とがもたらす森林生産力の大小関係についての筆

者の認識を，図によって説明しよう。図は，一定面積の林地に対する労働力や生産手

段の年平均投入量と，それによって得られる木材の年平均収種量との関係を示す。換

言すれば，横軸は集約度の高さ，縦軸は集約化に対する施業の受容力を表す（さしあ

たり産出される木材の樹種・形質の差異は考慮しない)。

人工林育成技術が未発達の段階では，木材収穫はいわば天然林の自然生え状態のま

天然林施業への道

を正しく見きわめ

よ

まの管理によらざるをえない。そのときの生産曲線を

N,N,'で表す。その後人工林育成技術が発達し定着す

ると，人工林のほうが集約化に対する受容力が高く，

年平均収職量も高くなる。人工林施業の生産曲線は

MM'のように描かれる。この段階では,OAよりも集

約度の高い施業を実行しうる限り，人工林施業を選ぶ

のが合理的である。現状はおおむねこの技術段階に相

当する。

けれども，天然林をベースとして集約化に対する受

容力の高い新しい施業技術を開発することが，今や日

程に上りつつある。かかる天然林施業の生産曲線は，

図ではNBN3'のように描かれる。その典型例は，スイ

スの照査法実験林のように施業技術的管理の行き届い
しよう

た択伐作業であろう。すなわち，人工林施業を止揚し

乞窒’

産
出

量
（
年
平
均
）

I

I

IB
0 －

、 一ハ
天然林

(林地保全）

/L/

人工林施業天然林施業

投入量（年平均）

1）いま林野庁では，森林資源甚本計画・全国森林計画の見直しを行っており，人工林率
の目標値の引き下げや標準伐期齢の引き上げが検討されているようである。この措置は

かいり

妥当である。なぜならば，①国の計画と現実との乖離という好ましからぬ事態の調整に
役立つし，②将来外部条件の要請に応じて再変更しても後遺症を残すことにはならない
だろうから。

2）もっとも森林の公益的機能の中には，その計測手法が確立せず，またニーズの不安定
なものも少なくないから，将来の需要に合わせて森林を目的別に区分するといっても，
実際には難しい面がある。大切なことはむしろ，関係者の合意によって森林の利用形態
を決定するシステムを形成確立することかもしれない。

林業技術No.5311986.6
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労働力不足を粗放

林業へ短絡させる

のは誤り

集約な天然林施業へ移行することにより，人工林では不可能な高い森林生産力の実現

が期待されるのである。図でいえばOBよりも高い集約度段階である。ただ現状では，

この種の天然林施業体系は，技術的松証を経て標準化されるに至っていない。すなわ

ち施業実行の結果は不安定で，人工林ほどの手堅さがない。N2Ng'曲線は，この不安
しんしやく

定さを掛酌して多少低目に描かれていると考えてよい。

さて，人工林施業と集約な天然林施業とを比較すると，投入される労働の質や構成

はおのずから異なる。人工林施業はマニュアル化しており，主に標準化された作業労

働によって実行される。これに対して天然林は樹種・樹齢ともに複雑だから，綿密な

森林調査と施業の設計，および作業実行のさいの臨機応変の判断力，が不可欠であ

る。前者を作業労働集約な施業とよぶならば，後者の特徴は知能集約または技術集約

と表現することができよう3）。また前者を自然制御的というならば，後者は自然適応

的または合自然的といえる。合自然的とは決して，自然の生命力にゆだねて森林造成

の手間を抜くことではない。自然の理法に従いつつ自然力を満度に吸収するために

は，人工的に制御するより以上に集約かつ高度な技術が必要と考えられる。

ともあれ，より高い森林生産力の実現をめざして集約化に対する受容力の大きい施

業体系を開発することは，育林技術の基本方向である。だから，高度の天然林施業を

究極の目標とすることは納得できる。そのさい，現行の人工林施業からの橋渡しの役

割を担うのが，複層林施業などであろう。

これに対し粗放化の方向で人工林から天然林へ移行するというのは，図のN1N1'曲

線のレベルへ後戻りすることで，現在までに狸得した技術水準，すなわち目的＝手段

体系を内蔵する「施業」の放棄という結果に陥らざるをえまい。この種の天然林が存

在意義をもつのは，生産の場から外された「休耕地」の荒廃の進行を防ぐ，という政

策的見地からの「林地保全」を目的とする場合だろう。それが木材生産を目的とする

施業技術の一つとして実在しうるかのどとく論を展開するところに，粗放化＝天然林

論のわかりにくさの主因があるように思う4)。

最近，民有林の経営者の間で，山村人口の高齢化や兼業化に基づく林業従事者の量

的欠乏や質的低下を論拠にして，粗放林業への傾斜を合理化する議論をよく耳にす

る。この点について，二つの側面から検討しよう。

第一に，森林に対する諸作業は，労働力と生産手段の結合を通じて実行される。生

産手段の内容は，林道などの生産基盤や林業機械である。ところでこれらの生産手段

は，労働者の手作業に代替し労働力を節約する機能を果たす。すなわち｢機械化｣｢省

力化」である。この方向で技術開発が進めば，労働力が不足状態でも，生産手段の整

3）天然林施業の体系が定量的に確立していないために，実際は集約化の方向で模索して
いるにもかかわらず，林業技術者によくあるロマンチックな自然主義の心悩に影響され
て，それを粗放化の方向と思い込んでいるケースもあるように思う。技術者は，生産力
発展の基本方向についての認識を失わぬことが肝要である。
4）このような天然林は投入量が極端に少ないから，木材生産目的の施業とみなして利回
りを計算すると，集約度の高い人工林施業よりもずっと高くなる。このことを根拠とす
る粗放林業の主張も聞かれるが，それは生産力論を欠く見かけの経済主義であり，少な
くとも政策指導の目標にはなりえない。

林業技術No.5311986．6



備によって望ましい集約度を保つことができる5)。「省力化」は，能率向上＝生産力

発展の契機を開く指針である。しかし「粗放化」の指針は，かかる省力化技術の展開

の基礎を掘り崩す恐れがある6)。

第二に，林家の大多数は家庭外での兼業を主な所得源としているが，これら兼業林

家と専業林家との間にみられる経営意欲や施業技術の較差は，近年とみに拡大しつつ

ある。今や兼業林家に対しては集約施業の実行を期待し難い状況である。この現状の

もとで民有林全体に専業林家並みの施業水準を保とうとすれば，森林の所有と経営を

分離して，委託や信託の形で，森林組合や余力のある専業林家に経営権を集中する措

置が求められよう。

労働力の鐵的減少や経営者の意欲・技術の質的低下に対処する基本姿勢は，以上の

とおりであろう。個別経営のレベルにせよ林政のレベルにせよ，労働力不足の対策は

粗放化しかないと短絡するのでなく，条件が悪化しても施業の集約度水準を保持でき

るような技術構造や経営構造のあり方を探るのが，先決課題であろう。

次に，近年の木材市況の悪化にさいしての林家の対応についてみよう。木材価格の

主要構成要素たる立木価格は，好況時には林家の育林投資に対してかなりの内部収益

をもたらすものだった。その後立木価格は低落しつづけたが，林家の多くは従来の造

林・保育活動の水準を下げるのでなく，内部利潤率（利回り）の低下に甘んじてき

た。自己資金・家族労働力への依存度の高い林家の体質が，かかる弾力的な対応を可

能にしたわけである。

けれども最近は，木材市況が極度に悪化し内部利潤が収縮して，立木代金によって

5）民有林・国有林とも’人工林の拡大に消極的な見解が近年多い。国有林では，支出の
削減が至上命令になっていることが主な理由だから，投資全休を縮小するしか仕方がな
い。しかし民有林の場合は，資金が欠乏しているわけではない。したがって森林経営が
とるべき措置は，投資全般を手控えることではなく，従来造林に偏っていた投資の内容
を見直し，林道網整備の投資などに力を入れて，既造林地の生産基雛ないし資源として
の質を高めることであろう。
6）林業生産力には，施業体系の集約化方向への再編がもたらす森林生産力向上と，その
櫛成要素たる個々の作業において機械・装備の力を借りて省力化することによって達成
される労働生産性向上と’二つの方向性がある。この両者は，埜本的には助けあってい
わゆる「生産力の併週をもたらすと考えられるが，その過程ではパラドキシカルな様
相を呈する。すなわち，後者をめざす工夫や技術導入により，従来より少ない投入量で
同等の森林生産力をあげることになるケースが，しばしば見られる。これは省力化技術
の「開発」であり，粗放林業の「選択」と混同してはならない。この麺の技術開発が森
林経営に余剰をもたらし，余剰を投資に向けることにより，次の段階の集約化技術の発
展につながることが期待されるのである。たとえば前図M,M'曲線をベースにしてい
えば，生産力発展の道程は下図のごとくであろう。

『 今

元の状態

/グー 今
省力化技術の導入によ築約化技術の開発によ
る生産曲線のシフトる生産曲線の再シフト

（点線は元の状態を示す）

5

木材不況対策は需

要拡大への努力が

第一

林業技術No.5311986．6



6

国有林は技術を後

退させることなか

れ

は再造林のための育林費用価格すら容易にカバーできぬ状態に近づいている。事態が

もう一歩悪化すれば，林家は堰を切ったように施業の放棄に走る恐れがある。いま林

家に対して粗放林業を推奨するのは，施業放棄に踏み切るさいの心理的抵抗を取り除

き，民有林業の崩壊に手を貸すことにならないだろうか。

政策担当者としては，林家をこのような施業放棄に追い込まぬように，経営条件の

改善に努力するのが本筋であろう。この見地から必要なことは，まず第一に木材需要

の拡大，すなわち用途面の失地回復と新規開発，第二に加工・流通面のコストダウン

である。そしてこの両者を実現するための基本戦略は，ユーザーの要求に対して数

量・品質・納期などの点で的確に対応できるように，木材生産者が近代的経営の資質

を獲得することであろう。その主たる担い手は，ユーザーと直接に対応する製材業者

や流通業者と考えられるが，森林経営もまた，粗放化に非ざる省力化・能率化の方向

でコストダウンを追求する姿勢が求められる。

さて施業の集約度は，投入量について外部からの制限がないかぎり’上述のよう

に，投入物に対する生産物の相対価格が高いか低いかに対応して定まる。けれども’

ある集約度水準が価格関係からみて望ましくても，何らかの事情で投入量が限定され

ていて，それより低い集約度しか実現できない場合が考えられる。

累積赤字のために投資を抑制せざるをえない国有林野事業は’このような状況を余

儀なくされているといってよかろう。そこで経営上の選択として，森林造成予定地の

一部について施業を繰り延べ，その林地を保全するために自然生え天然林のままにす

ることは納得できる。しかし，ことさらそれに施業体系の装いをこらそうとする試み

には賛成できない。これは生産力発展の方向とは無縁であり，したがって自立的．主

体的な林業技術者の情熱を受けとめ，未来を約束するものとは考えられない。かえっ

て天然林施業の意義をあいまいにかつ紛らわしくするおそれもある。国有林は，林業

技術のパイオニアとして,(a)着実な人工林造成活動,(b)集約化の可能性を拓く天然林

施業体系の追求，という二つの指針を堅持すべきである7》。同時に，当面の財政難に

よる制約をも率直に表明することが望ましい。そして，新改善計画が達成された暁に

は，さしあたり人工林施業へ復帰することを第一歩とすべきである。国有林当局者

は，赤字解消のための体質改善措置と，恒久的使命たる森林施業＝自然力高度利用の

推進とをはっきり区分して認識し，技術を後退させない，という毅然たる姿勢を保っ

てほしい。

森林の公益的機能以上，森林施業の目標を木材生産に絞ったうえで，「粗放林業」論へのコメントを

林業技術No.5311986．6

7）国有林には幾つかの天然林施業実験林が設定されている。しかし実験はあまり事業に
結びついていない。もっと事業の中へ柔軟に実験的要素を加えることが望ましい。それ
によって，各地の自然条件に合致した合自然的な施業体系を樹立するための軌道が敷か
れ，施業の多様化が実現されることになる。このように，多様な施業は森林生産力の徹
底的追求の結果として実現するものである。森林の各種機能に対する需要椛造の見通し
に立脚して意図的に施業を多様化すべしとする意見もあるが，そのような見通しは不確
実さを免れない。外生的な多様性を施業の目的にすることは，予測の当り外れというリ
スクを冒すことになるから，とくに慎重さが望まれる。



試みた。しかしそのほかに，公益的機能をより高度に発揮させるために天然林施業へ

の転換を説く意見がある。そこで最後に，主な公益的機能について、天然林施業の必

要度を簡単に考察しておきたい。考察にあたっての視角は，①機能発揮のために天然

林は人工林よりどの程度優れており，その結果各機能と木材生産との間にトレードオ

フの関係がどの程度あるか，②機能に対する需要が情報操作によってどの程度影響さ

れるか，の二つである。

まず水源かん養機能は，情報の影響はほとんど受けない。機能発揮のメカニズムの

中心は林地の浸透能だが，天然林・人工林の差異による浸透能のちがいはそれほど顕

著でないとする見解が多い。したがって木材生産機能との間のトレードオフ関係もほ

とんどない。

つぎに山地災害防止機能も，情報の影響はほとんどない。機能の発揮のためには林

地の露出をできるだけ回避することが必要で，一斉林施業は好ましくない。しかし複

層林や多段林施業であれば，天然林・人工林の差異はあまり影響しない。ゆえに木材

生産機能との間でも，水源かん養機能ほどではないがトレードオフの関係は薄い。

最後に保健休養機能の内容は，必ずしも十分に対象化されていないが，いちおう

「自然らしさ」が求められていると考えてよかろう。したがって天然林のほうが人工

林よりも機能が大きい。またこの機能を指向する施業と人工用材林施業との間では，

トレードオフ関係が顕著である。ただし，自然状態に放置することとはちがって，「自

然らしさ」を維持するためには，一般に綿密な管理すなわち労費の投入が必要であろ

う。人工用材林を手抜き粗放化すればニーズに対応できるという認識は当たらないと

思う。なおこの機能は多元的であり，しばしば情緒が先行するから，情報操作の対象

になりやすい。ニーズの内容が「自然らしさ」にあるという判断すら，情報の影響を

受けているかもしれない。今後は、広義の「教育」という視点を結集軸に，国民の合

意のもとに具体的で確かな内実を盛り込んでゆくことが課題であろう8)。

このように考えると，公益的機能のニーズにこたえるうえで現在人工林が多すぎる

といち力さいにはいえないし，まして悶放林業｣を推奨する理由にはならないと思う。

一方，ニーズの増大が予想される保健休養機能と木材生産機能との矛盾が最も少ない

と思われる森林の姿は，やはり集約な針広混交の天然林施業であろう。その他の公益

的機能の面からも，それに異論はあるまい。したがって将来は，いわば全国の森林が

自然公園でありかつ生産林でもあるといった姿を目標にして，この種の施業技術の開

発に努めることを期待したい。けれども，理想に眼を奪われて現実の諸条件を軽視し

功を急いではならない。個々の森林をめぐる生産様式の具体に即し，矛盾を一つずつ

解決する中で徐々に施業の集約化を進めてゆくことこそ肝要であろう。＜完＞

8）近年西ドイツでは，人工林施業を粗放な半自然状態の管理に転換する傾向が見られる
ようである。筆者はその実情にまだ通じていないが，本誌No.520.521に熊崎氏訳で紹
介されたプロッホマン氏の講演によると，保健休養機能への強い要請が先行したために
妥協を余儀なくされた，という契機が強いように思われる。とすれば我々はそれを教訓
として，情報操作を受けやすい保健休養機能の需要に対しては，むしろ積極的・先取り
的に働きかけて，その独走を予防すべきであろう。特に今後，教育の面から森林への関
心が深まると思われるが，世代に応じた森林へのかかわり方のヴィジョンを形成するた
めに，早急に国民の総意を結集することが課題と思われる。

7

と施業のあり方

林業技術No.5311986.6
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佐々朋幸

ﾌﾗﾝｽ広葉樹林業の行方
広葉樹の施業手引書を読んで－

フランス林業界は目下“ポイ山施業”に悩まされてい

る。と言っても，読者の方々にはピンと来ないかもしれ

ない。それでは，そもそも“ポイ山”とは何なのであろ

うか。この点について軽く触れながら，フランス広葉樹

林業が抱えている難題とそれに対する林業家の取り組み

を簡単に説明したいと思う。

『林業百科事典』（日林協編）によれば，ポイ山とは北

陸地方や新潟県下など多雪地帯に広く分布する落葉低木

性二次林のことであり，現在ではすでにその利用も途絶

えている。この二次林が萌芽によって更新される点は一

般の低林と同じであるが，違うところと言えばポイ山の

目的がそだ（燃材）生産を伐期10～15年間隔の皆伐作

業によって行われることであった。当然，林分の雄産俳

は低く，土壌も癖悪化し，やがては林地そのものの荒廃

に追い込まれることは必定であった。したがって，林学

者や先進的林業家たちはそうした林業経営形態に対し，

樹種転換，伐期延長，択伐導入など各種改良案を古くか

図･1用材向け広葉樹丸太の年間搬出産

林業技術No.5311986．6

ら提唱していた。しかし，山村で生活する人々にとって

熱源としてのそだが不可欠であったため，こうした助言

も受け入れられることはなかった。

ところで，経済的あるいはその他のメリットが伴いさ

えすれば何事にも対応の速いわが国の国民性からか，昭

和30年代の燃料革命は電力やプロパンガスなどを山深

い農山村の隅々まで急速な勢いで浸透させていったので

ある。その結果，だれもがポイ山の役割や存在を忘れ去

ってしまうことになる。その反面，自給経済から流通経

済への移行は必然的に雄産伸の追究を強いることとな

り，一時的に見捨てられたポイ山に対しても再度合理的

な利用法の策定が迫られることとなっている。

さて，フランスでもエネルギー確保の手段が時代に沿

って変化しつつあることは当然である。しかし，その移

行速度はわが国で見られたように急激なものではない。

もちろん，都市部やその周辺地域ではすでに燃料革命も

完了しているが，腿山村地域での普及の度合は微々たる

ものである。広大な大地とそこから

収椣される豊かな農産物に支えられ

る彼らには，外部からの押し付けが

ましい風潮に流されるような変化を

好まないフランス人気質が強く染み

込んでおり，競って能率のみを追い

求めることを快く思っていないので

あろう。言い換えれば，彼らにとっ

て便利なエネルギー源を得るために

きゅうきゅうとした日々を送るより

も，伝統的な方法で得られる薪と，

歴史に刻まれた暖炉の炎を前に談笑

の時を過ごすことのほうがはるかに

有意義と感じているのであろう。

こうした具合であるから，ボイ山

様低林がフランス全国至る所に今も
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図･2フランスにおける理想的林分管理の模式図（ナラ林の場合）

180～200年が適正伐期とされるナラ林では林齢が約180年を経過したころから予備伐,下種伐を開始し，稚樹
の発生を促したうえで殿伐を行う。こうした傘伐作業を終了した後，約10年間は稚樹・幼齢木間の自然淘汰に
まかせ,DBHで2～5cm,Hで2,5m程度に達するころ整理伐を行い一斉林へと導びく。その後は除・間伐

を繰り返し，最終目標であるヘクタール当たり100本程度の大径材生産を行う。

なお分布するという結果が残されたのである。なお，フ

ランスでは広葉樹が普通に育つような立地へはほとんど

すべて広葉樹林が形成され，その条件が満たされない立

地でのみ針葉樹が人工的に植栽されてきたのである。こ

の点は経済効果の乏しい広葉樹林を拡大造林との名の下

で針葉樹林に樹種転換してきたわが国と比べ，大きく異

なるところである。

このような森林のあり方を見たとき，フランス林業関

係者たちの悩みは深刻である。無限の太陽エネルギーを

利用しつつ再生産可能な緑資源の重要性が見直されてい

る今日でも，低林作業そのものが再び林業の中心的役割

を果たすことはないとの考え方に立っているからであ

る｡そして仮にこうした低林作業を続けていくとすれば，

近い将来，フランスの広葉樹林業ひいてはフランス文化

に対してすら悲劇的な結末を迎えるであろうと忠告して

いる。なぜならば，林木は木材として使用されたとき初

めて，優しさや美しさをたたえ，自然そのものを感じさ

せる各種製品用素材としての真の価値を発揮できるから

であり，フランス文化が多く木材に頼ってきたことを知

っているからである。

それではここで，フランスの伝統的林産物である燃材

について，その生産がいかに非経済的であるかを大ざっ

ぱ葱試算をもとに記すこととしよう。フランスでは燃

材量を量る単位として，通常“ステール"(1'''3の層積

量）を用いるが，1ステール当たりの熱量は材質や乾燥

の度合によって必ずしも一定しているわけではない。そ

こで，最も熱量の高いとされる1年半から2年間自然乾

燥された材（水分15～20％）を1k"の重油から得られ

る熱量と比較してみた。その結果，以下に示される数値

を得た。こうした数値から，重油1k"相当の熱エネル

ギーを得るためには約7ステールの材を要することがわ

かる。ところがなんと，この7ステールという量は肥沃

度中庸程度の林地における年間生産にも匹敵するものな

のである。なお，重油1k′当たりの消費者価格は現在

5～7万円以下とされているが，薪として使用する場合

は林地からの伐採，搬出その他諸経費が加算されるた

め，その経済効果はさらに低いものであろう。

〔重油1k"相当の熱量を得るために必要な薪の量〕

シャルム（シデ類）5～6ステール

シェーヌ（ナラ類）5.5～6.5

シャテニエ（クリ）5.5～6.5

エートル（ブナ）5.5～7

ブロー（カンパ類）6.5～8.5

ポプラ8～10

マツ類6～8

林業技術No.5311986.6
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〔例解2〕形寅的に優れ，将来有用な広葉樹（特に，ナラ

やトネリコ）がヘクタール当たり少なくとも25本以上存

在するような低林を高林へ誘導する場合

Aのような仕立て方では保残木の間隔が開きすぎ，土壊

肥沃度の保持という観点から好ましくない。また単に大径

木という理由だけで形質的に劣るものまで無理に残すこと

はない。こうした場合はBのように良質な保残木ととも

に，林床への直接陽光を遮へいするため適切に整形した林

木を残すことが最善の策である。

〔例解1〕形質的に優れ，将来有用な広葉樹（特に，ナラ

やトネリコ）がヘクタール当たりせいぜい25本程度ある

いはそれ以下しか存在しないような低林を高林へ誘導する

場合

Aのように直目的に走るような仕立て方を避けなければ

ならない。なぜなら，面稜当たりの立木本数が極端に少な

いため，保残木は孤立木化し枝条のみが発達，通直・完満

な材生産が望めなくなると同時に，林床の露出は土壌肥沃

度を減退させ林地の荒廃をもたらすことになるからであ

る。したがって，こうした場合は思い切って,Bのような

人工植栽に切り換えることが最善の策である。

ち900万haが広葉樹林で占められている実情を踏まえ，

それらを法正林へ導くための作業手順をわかりやすく説

明することにも心がけている。しかしその実態はと言え

ば，900万haある広葉樹林のうち750万haは低林（これ

まで文中では低林として一括して記してきたが〉飛散し

た種子による実生の低林くアクリュ＞と萌芽性の低林

くタージ＞に大別される｡）であり，その林型もまちま

ちである。したがって，まずそれらの低林をいくつかの

タイプに類型化することが先決であり，そのうえで高林

へ誘導する手段を選ばなければならない。

こうした中でd6Cultiverlesarbresfeuilluspour

r6colterduboisdequalit6''(浪質広葉樹材の生産』

仏国林業開発研究所編。1981年）は低林を高林化し，や

がて法正林経営が可能な状態に導くための処方を生態的

かつ経済的観点から考慮して書かれており，内容的にも

かなり充実した手引書と言えよう。ここでは，扱ってい

る数多くの解決方法のうちいくつかを簡単な説明を付し

て例示する（例解1～6)。

同時にこの手引書は作業を実行するにあたってのいく

つかの配慮事項についても述べている。すなわち，

1）むやみやたらに低林を伐採し，新植地化するよう

なことは避けるべきである。つまり，ある程度以上

大きな林木は薪材としても使用が困難であり，した

以上述べたような薪生産を主目的とする低林作業の非

合理性を打破し，農山村における経済活動の活性化を期

待している科学者や進歩的林業家たちは，今後とも需要

が増加し同時にその価値もいっそう高く評価されるであ

ろう広葉樹大径材生産のため，広く普及活動を展開して

いる。その中で彼らは，今もなおフランス国民の生活に

不可欠な燃材生産について，即時中止を働きかけている

わけでなく，むしろ燃材生産と同時並行的に大径木の育

成を図るべく林型の改良を訴えていることは言うまでも

ない。その一例として，彼らが経済学的側面から調査し

その実践を勧めているものがあるが，それは次のような

内容となっている。

“低林作業では25年前後の伐期で，燃材の収穫しか

できない/しかし高林作業に切り替えた場合，5～

10年ごとに通直で運搬しやすい間伐材を収謹できる

し，当初25年間についてみると燃材収量も低林作業

の場合とほぼ同量である′しかも，ここでの大きな

違いは高価な用材としての付加価値を年間2～6m8/

haずつ資本として固定していけることである"。

彼らはまた，フランス全土で1,400万haある林地のう

林業技術No.5311986．6
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〔例解3〕クローネが十分にうっ閉しており，かつ将来有

用な広葉樹が数多く分布するような低林を高林へと醗導す

る場合

Aのように通直性にのみ着眼し，他をすべて排斥するの

ではなく，多少小径木であっても通直かつ隣接木との間隔

が適切なものを残すように仕立てなければならない。この

際,林床保護のため下生えも適度に残さなければならない。

がってそれらを最大限活用することによって高林へ

導《よう見極めなければならない。それによって，

新規植栽時の各種経費を軽減できるだけでなく，新

植地で生ずる気象害や鳥獣による食害などの被害か

らも回避できる。

2）長期的展望を見極めたうえで実行に移さなければ

ならない。低林の林型によって改良法の異なること

は当然であるが，山林所有者の居住地と林地あるい

は消費市場等地理的条件をよく調べ，不要な財政的

負担を被らないようにしなければならない。また林

業が長時間を要する産業であることを考え後継者の

養成に常々気を配っていなければならない。

3）あくまで林木を木材として売却することに主眼が

置かれているのであるから，一時的な目的であれ燃

材や杭木のような自家使用のための伐採は極力慎ま

なければならない。木材として売却するにあたって

は少なくとも30m8以上が1カ所に集中してなけれ

ばならないので，最低でも1/2～1/3haのまとまっ

た団地の林分として仕立てなければならない。この

場合，個々の所有面積が少なくても，一括共同管理

することで林分面積の問題は解消するし，また作業

員を頼むについても有利な点が多い。一方，材価の

値崩れを防ぐためにも，近隣の山林所有者間で協約

を結んでおくことが得策である。

4）政府による助成金，補助金等を最大限に活用すべ

きである。これらにも一定の予算枠がはめられてい

0

A

B
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〔例解4〕うっ閉の度合が低く，天然生の稚苗が順調に更

新しつつある低林を高林へと誘導する場合

Aのような皆伐方式は稚苗の生育にとって最も不利であ

る。なぜならば，陽光に直接さらされることにより，土壌

の水分状態が極端に変化し，また他の植生との競合のため

稚苗が枯死へと追いやられるからである。したがって，こ

うした場合はBのように林内の整理も兼ねた段階的な伐採

方法で現有の林木を育成しつつ次期に備えることが最善の
箪である。

ることは言うまでもないが，政府の方針である法正

林化に向けて各種貸し付けを利用するのがよい。そ

れによって，これまでそれぞれの事情で勝手に伐採

してきたようなことに足かせがはめられることにな

るが,結果的には大きな利益につながることになる。

日本では古くからドイツの針葉樹中心林業に対比して

フランスは広葉樹林業の国であると考えられてきた。筆

者はそのフランス広葉樹林業が人知れず抱えている問題

と，その対応についてごく簡単に述べてきた。その内容

の多くは読者からみて必ずしも目新しいことではないと

思われる。しかし，ごく単純かつ日ごろだれもがわかり

きっているようなことをいざとなって容易に実行へと移

されない現状こそが目下フランス林業における大きな悩

みの種となっているのである。内容的に異なるものがあ

るにせよ，それはわが国とて同じことであろう。

話は変わるが，現在の日本社会では高度な技術的裏づ

けで，どこの家庭をのぞいても一見して高価かつ豪華そ

うな木製の家具洲度等が整然と並べられている。それに

対しフランスではどうだろうか。錐者もかつてフランス

で生活をした経験がある。当時，多くの一般家庭と交流

し，そこで気づいたことがある。それは，どの家庭を見

ても大きく頑丈で重々しい家具澗度が伽えられているこ

林業技術No.5311986．6
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〔例解5〕萌芽更新による低林を高林へと誘導する場合

（1）

Aのように素性が良好という理由だけで，保残木を決定

することは股悪である。なぜなら，保残水間の間隔がバラ

バラとなり，その間隔が開きすぎているような場合は陽光

を受けて，再び伐根から萌芽枝が発育してしまうからであ

る。したがって，こうした場合は素性良好な林木はもとよ

り，萌芽枝の中でも通直かつ将来有望なものを林冠がほぼ

うっ閉する程度に一定の間隔をおいて選び，残してゆくこ

とが最善の錐といえる。

0
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〔例解6〕萌芽更新による低林を高林へと誘導する場合

（2）

Aのように単に皆伐するだけでは再び元の姿へ戻ってし

まう。そこでこうした場合は思いきって皆伐を行い，目的

樹種の苗木を人工的に植栽することが最善の策である。な
お，植栽後当分の間は再萌芽枝の整理が必要である。

とであった。しかし，それらは必ずしも輝きに満ちたも

のでもなかったし，かといって機能的に優れたものでも

なかった。ただその多くは長い年月を何代にもわたって

(ときには売買によって)伝えられてきたナラ材やチーク

材によるものであり，その表面に彫られた図柄について

もフランス人の芸術的センスがそうさせたのか，その都

度の持ち主が十分な手間をかけた自前のものであること

が多かった。ナラやチーク材が貴重品であることはいつ

の時代も変わらないであろうが，そうした高価な材料を

使いつつわずかではあっても世代ごとに本物を残してゆ

くというのがフランスの国民的本性なのかも知れない。

いずれにせよ，こうした本物指向についていろいろと考

えさせられたものである。そして，木製品のもつ感触は

もとより，その中にたたえられる美観と落ち着き，さら

には長年月を生き抜いてきた木の歴史をも一家の貴重な

財産として次々に譲り渡してゆくフランス的国民性はや

がて長伐期広葉樹林業を完成された林業形態として定着

させることになるであろう。

（さっさともゆき・林業試験場土壌部主任研究官）

※本稿の図葉は図・2以外『良質広葉樹材の生産』から引
用しました。

『空中写真セミナー』開催のご案内

今年度第1回『空中写真セミナー』を実施します。お早めにお申し込み下さい。
記

1期間第1回昭和61年7月7日（月）～11日（金）5日間

2会場日本林業技術協会（東京都千代田区六番町7電話03（261）5281（代)）
3研修人員30名（先着順）

4参加費20,000円（研修没，教材･費，現地演習費等）
※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。

5申込方法1I目測61年6月20日までに所定の申込書（本会にあります）に記入のうえ，日本林業技術協
会『空中写真セミナー」係あて送付して下さい。なお定員になり次第締切となりますのでご
了承下さい。〔なお第2回実施は10月13～17日になります〕

◎水セミナーについての詳細は係までお問い合わせ下さい。

主催日本林業技術協会後援林野庁・全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会

林業技術No.5311986.6
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薄木征三

ｱﾒﾘｶ･カナダで見蘆されてきた木造橋

り，車両占有幅は4.6mとなっている。したがって，一

車線の橋の幅員は，図･1に示すように16フィート（4.8

m)が標準である。高柵（ハンドレール）は1.11nより

は高くない。

一般のハイウェイに用いる木橋では，それぞれの国ご

とに定められているハイウェイ規準を満足する必要があ

る。すなわちカナダではカナダ標準協会(CSAStand-

ardS6)が定めている道路橋設計規準であり，アメリカ

ではアメリカ道路橋標準示方書(AASTO)に準じた荷

重となるが，両国の基準には大差はない。木造部材につ

いての種々の設計資料はアメリカ・カナダ連合森林製品

実験センターから出版されている。

縦げた(Stringer)へ車両荷重がどのように分配され

るかは，設計基準にある荷重分配公式や理論あるいは実

験に基づく格子けた解析によって計算される。図.1の
はり辻い

ように，深い梁背をもった検げた（ダイヤフラム）が集

成材主げたに堅固に取り付けられている場合は，橋横断

面内で橋断面は剛体的に変位，回転するという梁理論の

基本的な仮定が満たされる。この結果は2車線の4主げ

た橋および1車線の3主げた橋についての多数実測から

4．8m

1°はじめに

筆者は土木機造力学の一学究であって木材の専門家で

はないのであるが，土地がらのせいもあって木構造には

少なからぬ関心をもっていたものである。仕事がら，欧

米の構造関係論文策に目を通す機会が多いのであるが，

特に米国の土木学会論文集"JournalofStructural

Engineering,ASCE"を洲べていると,1975年ごろか

ら木造橘についての論文が増えてきつつあるのに気付い

た。このなかにはカナダの研究者の論文も多数含まれて

いる。

わが国では文化財的な木造橘を除くと，戦後は鋼やコ

ンクリート橋が木造橋に取って代わってきたのであり，

いわゆる永久橋化が進行してきたのである。これはわが

国の経済成長を陰で支える社会資本投資の一つであり一

定の役割を果たしてきた。

したがって上記の木造橋に関する欧米からの情報も看

過されてきたのであるが，錐者は本誌の紙面を借りてカ

ナダと米国における木造橋の現況を資料調査の形で報告

したいと思う。これらの国で木造橘が橋梁機造のなかで

少なからぬ位置を占めた理由は，集成材製作技術と圧力

防腐処理技術の発達に負うところが大きい。しかしそれ

にも増して大きな原動力は，国内の森林資源を有効に利

用しようとする国民的な熱意といえよう。

以下に具体例を挙げて特に木造楠形式，防腐処理およ

び利点とコストについて解説する。

2．荷重と設計基準

カナダの例では通常の公道での車両総重量は41トン

に制限されている。しかしブリティシュコロンビア州の

林道では丸太運送トラックの総重量は136トンが標準で

あるため，このトラック荷重に対して安全なように設計

されねばならない。5本の車軸があり，トラックの最前

部と最後部の車軸間隔は15m,最大車軸荷重は32+

ン，タイヤのI､ラックの横方向の外側間隔は3.4mであ

=刊 征＝

博 五言閏罵＝
｜Iつなぎ材 ｜｜
･-Iまり 一

b凸奄■■

蚕 一か－

ヨ
ヨ
ヨ
横げた(ダイヤフラム）

三---＝＝＝＝g…這這-霊屋-星雲でござ
lヨ
ー＝＝＝.＝

B■■■■■ﾛ■■ー」

- 1=
3．0m

卜
ｰ

図･1ダブルIビーム断面3》

林業技術No.5311986.6



14

得られたものである。これらの橋梁は横げた自身も集成

材から成っており，主げたはお互いにタイロッドで堅く

結ばれている。

3．防腐処理集成材

木橋は自然環境にさらされながら使命を果たさなけれ

ばならないのであるから入念な防腐処理がなされる。特

に防腐剤を圧力注入することによって木橋の寿命は50

年かそれ以上に延ばせよう。防腐剤として使われる化学

薬品等に関する規準は，アメリカではアメリカ木材･防腐

協会が中心となって定めている。現在使用されている3

種の処理方法を概説すると以下のようである。

（1）塩水処理(water-bomesalts)

これは水を溶媒として，木材の中へ有毒な金属塩を圧

力注入するものである。この塩水処理は，例えば高棚の

ように人と接触する可能性があり，ペンキをぬったほう

が良いと思われるような部材に用いられる。また塩水処

理は，すでに接着された部材にはなされず，接着する以

前のひき板に対してなされるものである。

（2）ペンタクロロフェノール(pentachlorophenol)

これはペンタクロロフェノールを，いわゆる‘‘きれい

な処理(cleantreatment)"と呼ばれているLPGと

鉱物性アルコールもしくは重油を溶媒として，木材に圧

力注入する処理法である。
しようばん

重油を溶媒とするペンタは，縦げたや床版パネルの防

腐処理として最も普通に用いられ，集成材の防湿効果も

非常に高い。LPGのような軽質油を溶媒とするペンタ

は，人と接触するおそれのある部材，例えば高柵のよう

な部材の処理に適している。

（3）クレオソート処理(creosote)

これも床版パネルと縦げたの防腐処理として優れてお

り，防湿効果も高い。しかし人の皮j賃と接触すると刺激

を与えるので，人と接触するおそれのない橋構造部分に

限って使用される。

以上の(2)，(3)の防腐圧力処理は接着した後の集成材の

処理として使われるのであり，集成材にボルト孔を開け

たり，切断したりする作業はこれら圧力処理を行う前に

なされねばならない。

日時を経た古い木材の腐敗を遅らせたり，阻止しよう

とする研究も行われている。また万一の火災の場合，火

災が伸展するのを遅らせるため火災遅延剤を使用するこ

とも可能である。しかしどのような処理法も耐火性を著

しく高めることは困難であり，逆に部材強度を10～15

％減らす結果となっている。このような遅延剤処理はし
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写真･11ビームの架股3）

たがって集成材に対しては推薦できない。

4．木橋形式

木橋の工学と建設法の技術的進歩は過去20年間の技

術の蓄積によっている。特に昔から丸太橘に使われてき

たような樹齢の高い高品質の丸太の経費が高くなってき

たこと，したがってこれをのこでひいた角材の経徴も上

昇したことと相まって集成材の高利用性が評価されてき

たことが近代木橋技術の進展に役だっている。

アメリカ北部とカナダにおける木橋の樹種はダグラス

モミ(DoMgl"s-FY7･)が大部分である。

（1）単純けた(simplebeam)

単純けたのスパンは一般に34mまでが経済的である

が，最大のものは46mというのもある（カナダ)。一車

線の単純けた橋では2～5本の主げたを使うことが多い

が,2本主げたもしくは図･1のように2本の主げたが1

組となったダブルIビームが好んで用いられる。

写真･1は架殼の様子を示しており，スパンは30mで

ある。このようなI形けたの代表的な寸法は，梁背が

1,700～2,200mm,ウェプの幅が230～300mmであり，

上下フランジの幅はウェブより100～200mm広い。ま

たフランジ厚さはフランジ幅よりやや小さい。

このような断面寸法は，2節で述べた橋に作用する荷

重と設計基準から決まるのであるが，そのほかに工場で

の製作条件，巡送そして架設条件も大きく影響する。

集成材ダイヤフラムは適切なずれ止め(shearcon-

nection)によって主げたに取り付けられ,-l-分な荷重

分配作用をもち，したがって床版と主げたの連結部をゆ

るませることのない櫛造となっている。

I形けたの横方向安定性と風荷重に対する抵抗を増す

ためにはいくつかの方法がある。

(ｲ）ダイヤフラムに結合したタイロッド(tierod)を使
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図･2片持ちけた形式3）
一

下
上

ムーー

｣ノ－－L

～ 一

図･3

トラスけた3】 図･4トラスけた3）

った上横櫛

(回）ダブル’ビームでは，隣りあうフランジのすき間に

細長い木製ブロックを入れ，これを介して2本のけた

をボルトで接合して一体とする

(ﾉﾘくぎ打職層床版または集成材床版パネルで主げたど

うしを連結する

などである。このほかに，けたのクレーンによる吊り

上げ，輸送そして架設中における横安定性と風荷重に対

処しなければならない。

シアープレートやモーメントプレートでけたを連結す

ることも不可能ではないが，単純けた橋ではほとんど使

われることはない。

（2）片持ちけたと連続けた

図・2に示すような,片持ちけた形式にすることによっ

て，けたの断面を小さくすることが可能であり，最大け

た長さも減らすことができる。けたとけたの連結部は図

に示すように斜めに切断された断面となり，これをサイ

ドプレート(sideplate)とサドル支承(bearingsaddle)

を用いて連結する。図.2では吊り径間の長さは27mで

あり片持部は6mである。

連続げたは2径間のものが多く比較的短支間の橋梁に

適している。中間支点上では曲げモーメントが大きくな

るため，けた高も大きくなる。

以上の形式は，トラック荷重が通過するごとにけたの

内部の応力は引張と圧縮を繰り返すことになる。したが

って集成材製作は入念に行われる必要がある。

（3）トラスけた

トラス橘は木橋のスパンを大きくするための最も実際

的な形式である。今世紀初めにおいては，ハウトラス

(howetruss)が主な形式であり，何百というハウト

ラス橋が米国北西部と西カナダの開拓に重要な役割を演

じたのである。これらは鉄道橘の場合もあり，スパンは

写真.2スタワーマス川橋3）

およそ49mかそれ以上であった。

しかしこの形式は多くの材料を使うこと，そして製作

過程が複雑であるうえ’技術者も減ってきたために今日

では廃れてしまっている。

図｡3，4は補剛トラス形式の例である。この形式はか

なり以前から知られていたのであるが，当時は，けたの

補修のための仮設樵造としてか，あるいは耐荷力を増す

ために補助的な手段として用いられていたものである。

この形式はいくつかの利点をもっている。

(ｲ）下部のトラスが完成して機能を発揮するまでは，け

たはトラスの重量を支えるために橘脚で支持される

(ﾛ）部材の数量と連結部の数は少なくて済み，しかもす

べての部材は直線状かそれに近い

('1下弦材としての鋼l、ラスは引張力を受け，上弦材と

しての集成材主げたは曲げと圧縮力を受ける。よって

それぞれの材料の特性を最大限に生かせる

(=）集成材主げたの添接板の応力は架設中よりも供用時

のほうがその値が小さい

附けた橋の耐荷力を高める補修手段としても有効であ

る

林業技術No.5311986．6
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写真･3ナス川橋3）

写真･5レクリエーション道路橋')(ミネソタ州）

写真･2はストワーマス川橋(スパン38.7m),写真･3,

4はナス川橋（スパン57m)である。ゴウワーヤング

(株)(GowerYangandAssociateLtd)は設計コン

サルタントであり，これらの橘の設計者である。写真･2

のトラスでは電気メッキしたワイヤロープを用いてお

り，写真･3，4のトラスは耐候性鋼を用いており，いず

れもさびに強い。

以上のほかに，曲弦トラスポニートラスそして下路ト

ラスも有効な形式であり，建設例も多数ある。写真･5は

ミネソタ州へネピン公園に架けられたレクリエーション

道路橋である。1スパン375mのワーレンi､ラスの例

である。

（4）吊りケーブル橋

図・5,写真･6はその一例である。この形式はトラック

などがタワーやケーブルに衝突する危険性があるため，

それほど多く架けられていない。バックステイは図・5

に示すように岩盤かまたは地中のコンクリートアンカー

に固定される。けたのケーブル締着部は，鋼製リンクが

二一ドルけたを吊る構造となっている。

林業技術No.5311986.6

写真･4ナス川橋添接部3）

／

ダ<1一年
|『

図･5吊りケーブル橋3〉

写真･6吊りケーブル橋3）

（5）アーチ橋

初期のアーチ橋の例は1948年オレゴン州で建設され

たルーンレイク橋でスパン31.7m,幅員6.1mであり，

釘で積層した床版を使用した｡一般に上路アーチ橋は90

mまでのスパンに用いられる。写真.7は南ダコダのキィ

ストーン・ワイエ・インターチェンジであり，3ヒンジ

スパンドレルアーチ橋の最近の1例である。スパンは

88.5m,床版は集成材とコンクリートを合成したTビー

ム構造となっている。1978年に建設されたアボンコロ

ラド橋もハイウェイ橋であり，集成材床版パネルを使用

している。



写真･7キィストーン･ワイエ･インターチェンジ(南ダコダ州)2）

写真･9鋼製ほぞ5）

5．床版

（1）つなぎ材(Tie)と厚板(Piank)

図･1の床版はこの例である。つなぎ材は通常100mm

X150mm～250mm×300mmの寸法であり,これが橋軸

方向へ300～610mmの間隔で並らくられる。これは縦

げたへボルトによって固定される。このつなぎ材の上に

76～100mm厚のクレオソート処理した厚板がスパイラ

ル釘で固定される。さらにこの上に76mm厚の表層厚

板が同種の釘で打ちこまれ固定される。2～3年ごとに

この表層厚板だけを取り替えれば-|-分であり，非常に経

済的である。

（2）釘打ち種層床版

コストの点で（1）と競合する床版であり広く利用され

ている。ひき板の厚さは50～76mmであり，これを職

層して100～300mmの床版厚とする。このLに76mm

の表層床版をはるが，これは（1）と同じく橘而舗装に相

当する役割を任うが，ある程度の剛性も期待できる。

この床版と縦げたの接合は注意を要する。写真.8は接

合用ブラケットでありワイエルハウゼル社(Tacoma,

WVashington)が開発したものである。1辺は76mm

鰯蹴鞠織澱識
j喝

冊

写真･8床版ブラケッi,3）

ネル

げた

17

図･6主げたと床版の接合z》

でありアルミニウム製である。図･6に使用例を示す。

ただしこの床版は集成材から成っている。

（3）集成材床版パネル

1968年，アメリカ木材製品試験所(U.S.FPL)は集

成材を床版として利用する実験を始め，徹荷重試験を多

数行った。これは床版自身の強度と縦げたと床版の合成

効果を調べるのが目的であった。その後築成材床版をパ

ネルとして製作することにより，架設現場への輸送を容

易にし，現地での組立ての術力化，製品の信頼性の向上

を実現したのである。

これらの成果は，最近のアメリカ道路橋棟準示方書の

集成材床版の規定に朧られている。写典・9は現場での床

版パネルの接合法を示しており,鋼製ほぞ(Steeldowel)

を用いる例である。前写爽・8，図･6はブラケットによ

る接合であり，この場合はほぞを必要とせず，一段進ん

だ接合法である。

林業技術No.5311986.6
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表･1コストの比較4）

予想寿命床版形式初期コスト （年）
50年間の保守ま
たは架けかえ料＊ 50年間の全経費

集成材床版|s(s::::&
$50,000
(86500)

S100,00O
(17,00の

50

鉄筋コンクリー
}(RC)床版

S95,000
(16,150)

$316,700
（53,839）

$411,700

（69,989）
15

鯛床版|s綴鰯
S350,"O
(59,500)

”
翻
り
Ｐ

５
７

－
Ｄ
７

４
〆
ｔ

〈
尋

15

S113,M
(196210)

S376,700
(64,039)

S489,700
（83,249）

鋼旛子合成床版 15

＊利息とインフレは考倣しない。（）内は千円。1ドル＝170円として換算

6．利点とコス|、

西ペンシルバニア州では最近4つの木橘が架設ないし

補修された。そのうちの1橋は1947年に架設された主

げたは鋼製，床版は釘打ち溌腫板の鉱山橘の補修であ

る。橘長は18.6m,幅員5.4m,側道1.2mであるが，

この床版として①RC床版，②鋼床版，③鋼格子合成床

版,④集成材床版の4者を比較検討した結果,(ｲ)初期コス

トが最も低い，（ﾛ)森林地帯なので自然環境によく合う，

('1融雪剤が多量にまかれるので，これに弱いコンクリー

トや鋼より長い寿命が期待できる。これらの理由から④

の集成材床版に決まったのである。表･1に上記4極の

床版の50年間に要する経費の比鮫を示す。この経鷲は

幅員の拡幅，橋台周辺の川の工事および取付け道路の盤

備費を含んでいる。

ほかの例もあるが，このように床版だけを木製とする

のもひとつの方法といえよう。アメリカ北部やカナダで

は上述のように路面凍結防止剤として融雪剤が多趣にま

かれる。鋼やコンクリートをこの融雪剤から守るために

は，コーティングしたり塗装したりすることが有効であ

るとされているが，まだ明確でない点もある。その点木

材は何百年もの使用実讃があり古い椛造も残っている。

候補材料としてクローズアップされるのはこれからであ

ろう。

最近の統計は明らかではないが，今から10年前の

1976年の時点3)において，カナダのプリテイシュコロ

ンビアではすでに約300の木橋があった。このうち200

橋は森林道にあり，残りの100橋はハイウェイ，鉄道そ

して市町村道にある。

7．あとがき

もう一つの重要な構造要素，プレスラム(Press-Lam)

林業技術No.5311986.6

について，およびガードレールへの応用については紙面

の都合で-'一分紹介できなかった。設計基準については調

査中であり，後日別の機会に報告したいと思う。

秋田県は1昨年，県木材需要拡大対策会議を発足さ

せ，錐者も参画する機会を得た。このような雰囲気のな

かで，県林務部長原喜一郎氏のご示唆もあり，本稿をま

とめるに至ったものである。加えて秋田営林局長中村廉

氏には本誌への紹介とご助言をいただいた。

末筆ながらご両氏に対して深謝の意を表わします。

（うすきせいぞう・秋田大学鉱山学部教授／土木工学科）
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第9う回日本林学会大会

研究発表の概要

卵97回日本林学会大会は4月4，5日，宇都宮大学農学部会場で|ﾘ|j催されました。鋪1日
目，総会および日本林学賞受賞者の記念識演（梶幹男，周藤端雄，遠藤泰造の3氏）の後，
午後から翌日にわたり会員による研究発表が7部門16会場に分かれて行われました。各部''1
ごとの研究発表については以下の各氏のご協力により、研究の動向などまとめていただきまし
た。なお，個々の発表内容については「第97回識演要旨粟」をご利用~ドさい。

林政部門

東京大学農学部山之口誠人

〃 古井戸宏通

林政部門の学会としては，林学会林政部会のほかに，

年間統一テーマを設定し統一的な研究発表が行われてい

る林業経済学会が存在している。ここ林学会林政部会で

は，林業経済学会ではみられない報告も出されている。

今大会でいえば，「近代天橋立の風致史」といったもの

や公園利用をめぐるものなど4編の森林風致学関連報告

である。また報告のテーマも林業問題・政策の問題の推

移を踏まえ多彩である。ここでは，1木材関連産業・

木材市場・流通関係，2．林業労働関係，3．財政・海外

林業その他，に分けてその概要を述べよう。

1木材関連産業・木材市場・流通関係（14編）

この分野がにわかに注目を集めるようになったのは，

1970年代後半以降である。第1次石油ショック以後の

材価低迷，木造住宅需要の落ち込みに対応して,76年林

業経済学会秋季中集会において市場構造の変化が分析さ

れたのに始まり，80年代には消極財政下における原木供

給構造も包括した「地域林業論」「主産地形成論」(80年

同学会秋季中集会等）へと展開し，さらに近年では市場

開放問題に関する論稿（85年同学会第1回例会等)に見

られるようになった。林学会林政部会においてもこの分

野の報告は83年に急増し（13編)，以来ほぼ同レベル

を保っている。さて,今大会では，トピックとしては為替

相場や供給条件の変化がもたらす木材市場への影響（2

編)，「主産地形成」にかかわった製品差別化と市場柵造

との関係を具体的に論じたもの（6編）等があり，現状

分析に集中したきらいはあるが，興味深い報告が多かつ

た。

2．林業労働関係（5編）

この分野の研究の焦点は，素材業者・造林請負業者の

動向とその労側力編成およびその労鋤の不安定性にあ

るc80年代の林業不況下における林業労働問題の諸局

面が分肝課題となっているのである。請負・下請関係か

ら女子労働力問題までと新たな問題提起が80年代に入

ってなされている。今大会では，治山事業資本と労働力

編成，森林組合の労働力派遣問題，労働組合運動の現状

等の報告がなされた。より深い問題の解明が待たれる。

3．財政・海外林業その他

オーソドックスな林家経済・経営調査等は近年影をひ

そめてきている。また流行となっていた地域林業論もま

た先の木材流通論の中に収れんしつつあるように見受け

られる。その中で地方林政論や森林文化論や水源税織想

が登場してきている。今大会では地方林政の喪付けとな

る地方林業財政の分析が報告された。今後はこうした政

策の動きを受けた報告が増加するものと思われる。常連

のテーマとしては歴史分野と海外林業があるが，双方と

も2編ずつ報告が行われた。歴史については吉野林業川

上村の集落の相違と山元商人活動が強調され，海外林業

についてはインドネシアの造林事業の社会的背景を分肝

された報告が実証性で目を引いた。そのほかにしいたけ

生産・流通問題，山村観光開発問題等が報告された。

以上今大会報告を通してみて感ずることは，80年代

を迎え危機的状況にある日本林業の時代的要諭をストレ

ートに反映した，為替相場の変動と木材価格といった報

告をはじめ，治山窮業分析，森林組合の労働力派巡問題

といった新局面・未開拓分野に焦点を当てた報告がこれ

まで以上に多かったことである。これらのいっそうの究

明はもちろんであるが，森林・林業の社会的位置づけの

変化を土地所有論を踏まえた形でした本質的研究報告

は，今大会もなしえなかったことが惜しまれる。

林業技術No.5311986.6
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経 営部門

東京大学農学部白石則彦

経営では2会場に分かれ，計55題の発表があった。

その内容臆多岐にわたり，また境界にまたがるものもあ

るため，グループ分けは容易ではない。しかし，強いて

分類すれば，森林，林業，林産物に対する住民意識に関

するもの7題，経営および地域林業の振興について9

題，施業について13題，林分，林木の生長について13

題，航測11題，計画2題であった。総数は昨年と比べ

やや減少し，内訳では生長が減っているのが目だった。

以下，テーマ別にその概要を報告する。

森林等に対する住民意識についての報告は,93EI大会

より継続されている自然観の国際比較の研究の一環とし

て，フィンランドを対象とした調査を藻に5題発表され

た。ここではアンケーI､調査から，主として日本，西ド

イツとの対比が行われ，フィンランドでは都市周辺の森

林に自生する樹種が親しまれているが，日本では公閲等

に植えられた庭園樹が親しまれていることなどを明らか

にした。そしてフィンランド人の森林に対する愛薪を経

験型，西ドイツ人のそれを理念型とに区別し，口本人の

場合，これら両者を組み合わせて森林に対する一般市民

の理解を深めていく必要のあることが指摘された。

経営についての報告は，各地の林業地を聯例とした現

状分析と将来への方向づけが中心であった。今I:1林業を

取り巻く環境は極めて厳しいが，こうした社会悩勢を反

映して，この分野の発表には，職種的な経営行動を訴え

るものが目だっている。都市近郊里山地淵:において森林

の維持管理に特色を持った地域を分肝したり，乾しいた

け生産から生しいたけ生産へ転換して成功した例の報告

では，総合討論で質問が相次ぎ関心の高さを示してい

た。

施業についての報告は，北方天然,体の地力に関する研

究が4題あった。この中で天然林の地力は林地と樹菰と

の対応が重要であるが，いかなる場合も施業を加えるこ

とが前提となることが指摘され，施業林と未施薬林の地

力が林分構成，土壌等の観点から比較検討された。その

ほか御料林施業の歴史的展開，インドネシアチーク人工

林の施業，針葉樹造林地での常緑広葉樹との共存の問題
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など'幅広い発表があった。

航測の分野は，分解能を大幅に向上させたTM(セマ

ティックマッパー）データが実用化され質的変化が認め

られた。このTMデータにテクスチャ解析の手法を組み

合わせることにより，従来の画素単位の情報から周辺を

取り込んで広がりを持った面的パターンが解析可能とな

った。今回はこの手法を用いた天然林の樹冠疎密度区分

､,MSSとの林相区分の糖度比較が報告された。ま

た，現在MSSデータはフロッピーディスクでも供給さ

れており，これを用いたパソコンによる解析も注目を集

めた。

空中写真を用いた報告では，単木の樹種，樹高，材稜

の判読および推定に中心が置かれた。ラジコンヘリ等に

よるいわゆる簡易空中写真の撮影が容易となっているた

め，今後簡便性に重点を置いた方向での研究がいっそう

盛んとなることが予想される。

生長や収謹については，林分や単木の生長解析，直径

分布，樹幹の変化などのテーマがさまざまな角度から取

り上げられていた。ここでは林分生長シミュレーショ

ン，噛走試験地と樹幹解析資料から林分生長を推定する

モデル，林内放牧が生長に及ぼす影響，木曽ヒノキの樹

||術と生長経過などが報告され，活発な討論を呼んだ。

計画についての報告は，道有林における事務システ

ム，地域の素材供給瞳の予測システムの2題であった。

前者では経営にかかわる情報の蓄積や事務処理全般をシ

ステム化する際の考え方が示され多くの関心を集めた。

以上の識演のほか，ポスターセッションでは間伐をテ

ーマとした施業，生長，経営に関する発表が3題あっ

た。

立地部門

林業試験場土壌部河室公康

赤間亮夫〃

立地会場は例年になく大勢の聴衆でにぎわった。ま

ず，沖縄本島に分布する灰土(フェイチシャ)について，

3件の発表があった。竹下氏は，灰土の分布環境の調査

結果から，灰土は裸地条件下で，短年月の間に生成され

たものであろうと報告した。これに対し，堀田，森貞の

両氏は，母材因子の影響が大きいと報告した。同じ土壌



の成因について，異なった見解が出されたこともあっ

て，総合討論では，白熱した質疑応答が行われた。結論

として，灰土についてはまだ不明な点が多く，今後さら

にデータを集積することによって，成因の解明さらに林

業上の取り扱いについても検討されなければならないだ

ろう。

植物群落のタイプおよび遷移と立地条件に関する報告

も3件あった。亜高山帯の植生と土壌を精力的に調査し

た結果の報告が2件，花粉分析による植生変遷を論じた

ものが1件であった。また，火山系階赤色土の化学的性

質についての報告，火山灰土壌の母材鑑定結果について

の報告，ボカスギの生長と土壌条件との関係についての

報告など森林土壌の分析結果を主に論じたものが多く発

表された。

立地部門では，森林気象をテーマとした報告も多く発

表される。今回は，苗畑のスギ苗の凍害発生のメカニズ

ムについての報告が1件，新潟県の最大積雪深の分布に

ついての報告が1件あった。また，ヒノキ林の葉面積指

数の簡易測定法については，実用的な手法として興味深

い。 （河室）

2日目午前中の報告は，物質循環に関するもの9編で

あった。その中でもリターフォールに関するものが多か

ったが，まず測定法の問題が中心になった。すなわち，

リターフォールの分解を調べる際のメッシュの大きさ

と，分解者（虫など）の侵入や土壌の,付着の関係，林内

気象の測定，リタートラップの設置法などに関し，いか

にして自然の状態を再現し，測定するか話し合われた。

細根量の測定に関しても，測定誤差の問題や生根と枯死

根の見分け方の問題が討議された。一方，物質循環は生

態学的な問題であるが，生理学的見地からも興味深い報

告があった。まず，サワグルミ林とスギ林でCaの固定

量が多いという報告があった。サワグルミ林は置換性

Caが多いということだが，スギ林は樹種の吸収特性の

可能性があるということであった。卿凹のリターフォー

ルに対する影響として，ヒノキ林では3年目から増加し

たという報告，また，マツ林において無施肥区の落葉時

期力蛍秋に集中していたのに対して，施肥区では秋から冬

にわたっていたという報告があった。施肥が樹体内の代

謝，転流に影響を及ぼしたと考えられる。栄養生理学的

に究明されれば有益な知見が得られるだろう。

午後の報告は12編あった。個性的な研究が多くまと

めるのは難しいが，試験法や分析法を検討したものが多

かった。問題が広範囲にわたり，しかも研究方法に確立
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されていない部分が多いという立地部111の特徴が現れて

いた。研究を困難とさせる一因である林内蝋境の不均一

桃すなわち微地形をとらえようとする研究が2編，また

土壌溶液，あるいは土域からの縫分の流出を調べた報告

が4編ほどあった。その中では，異なるpF価で加圧脱

水した土壌溶液中のK,Ca,Mgの泌度を調べ,Caと

Mgは高いpF価で加圧脱水するほど臘度が高いことを

示したものがあった。また，土域溶液を吸引式テンショ

ンライシメーターで採取して聴類臘度を測定し，降雨後

に濃度が上昇することを認めたものがあった。他に施肥

した場合の養分の流出を渦べた試験が，林地やポットに

おいて行われた。これらの問題はそれぞれの土駿の特性

との関連が強いので統一された理論によって説明するの

は現状では困難であったが，土壌溶液に関しては今後の

研究の積み重ねによりさらに発展することが期待される

ようである。ほかに，有機物の分解，水耕，根切り，葉

面散布などに関する報告が行われた。（赤間）

造林部門

林業試験場造林部森徳典

本部IIIjにおける研究発表総数は141編に及び，これを

造林一般，森林生態，樹木生理，林木育砿の4分野に分

けてみると，それぞれ48，36，30，45編（境界領域は

両分野に含む）であった。このうち育種分野の発表件数

の増加が著しく，前年の約5割増しとなった。この数は

林政，立地などの部|咽をしのぐほどであった。林木育種

場に研究室ができ，研究者層が厚くなったことが主な理

由と考えられ，この状態は今後も続くと思われる。

次に目だったのは，外I同人研究者の研究参加（3名4

件）あるいは研究対象が国外にまで広がってきたこと

（6件）であった。社会の国際化，研究交流の広域化に

伴い，この傾向は今後増えるものと思われる。本年度の

発表論文の傾向を主な項目ごとにまとめると下記のよう

であった。

（1）複層林（8件）：針針混交林の下層幼木，植生の

動態に関する研究が多かった。複層林の雪害防止効果に

ついての研究は興味深く，多雪地帯におけるスギ林の更

新の今後の方向を示唆しているように思われ，今後の研

林業技術No.5311986.6
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究が期待される。

（2）天然更新（23件）：ブナあるいはブナ帯の更新に

関する研究が例年のように過半数を占必，その重要性は

相変わらずであった。息の長い研究を必要とするこの分

野では，先人の試験地の引き継ぎは大切なことであり，

この意味でもスギ天然更新試験地の調査結果は貴重な資

料となろう。材質が優れているシオジについては，立地

は限定されるが，人工造林樹種としても有望なだけに今

後の研究の推移を見守りたい。

（3）森林群落，植生（10件）：研究対象の森林の種類

が非常に多くなり，海岸林から亜高山林にまで及んでい

た。神奈川県や三重県などにおける暖温帯林の研究は自

然休養林や環境保全林の施業法確立のための基礎資料と

して重要なものとなるであろう。

（4）人工造林，保育（12件）：人工造林，枝打ち，間

伐，あるいは人工林の物質生産などに関する研究は，こ

れまで精力的に行われてきたこと，あるいは最近の造林

不振を反映してか，ここ数年続いた減少傾向に変化はな

かった。

（5）気象災害，環境汚染（11件)：冠雪害に関する研

究結果が多数発表された。被害を受けやすい齢級の人工

林面積が増えてきた現在，早急な対策が必要であるが，

この研究はまだ緒についたばかりといったところで，現

象解明の域を脱していないので，今後の研究の充実が望

まれよう。

（6）光合成，水分生理(18件）：物質生産に関連して，

名古屋大学関係者による樹冠の生産構造解明への各視点

からの研究が目だった。自然のままの状態で1本の木の

光合成を測定する努力がなされているが，風や葉温の制

御など問題点もまだかなり残されているようであった。

水分関係では，環境要因に対する樹体内水分の定量的，

動的解析が進められた結果，シミュレーションモデルで

樹体内の水分動態の解明を試みるまでになった。

（7）生長と環境要因（10件）：熱帯地域のカリビアマ

ツなどの造林地にみられる枝なしマツ（通称フォックス

テイル）は，その成因が遺伝的なものか環境因子に由来

するものかで論争の種になっていたが，適当な日の長さ

のもとで栽培することによって，日本のマツでもフォッ

クステイル状になることが証明された。マツ類の生長特

性から，芽の分化と伸長生長が共存できるような日長や

そのほかの栽培条件を選ぶことによって，それができる

ことを示したもので，その卓越したアイデアと栽培管理

労力は特筆に値する。
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（8）林木の繁殖（9件）：種子生産，発芽，挿し木，

組織培養などの研究は天然更新，苗木生産，育種事業に

欠かせない分野であるので，若干数ではあるが地道な研

究成果が例年どおり報告された。組織培養に関しては今

後増えるものと思われる。

（9）種内，種間の変異性(22件）：北海道のナラ類で，

林分内における種を超える変異，家系構造，種子の多胚

性が，またトドマツでは系統変異の問題が取り上げられ

た。アイソザイムの利用はスギ，マツからケヤキ，イチ

ョウのような樹種に拡大されはじめ，研究に厚みがでて

きた。しかし，スギ，ヒノキでさえ,,染色体レベルでの

形態的変異があることが報告され，新しい見方でこれら

の種内変異を洗い直す必要があることが論ぜられた。最

近話題の遺伝資源保全も成果を上げるには，種間にまた

がる変異性，あるいは種内変異を把握するといった地道

な情報の積み上げが必要であろう。

最後に，現在脚光を浴びているバイオテクノロジーに

かかわるような今日的な報告は非常に少なく（3件)，

またそれらは研究が緒についたばかりといった状態であ

った。よく言えば林学研究が地についているといえる

が，生物学の進歩は目覚しいものがあり，林木関係で

も，分子生物学や遺伝子工学に関連した分野の研究は，

今後重要性を増すように思われるがいかがであろうか。

この報告は次の諸氏のメモに基づいて，筆者がまとめ

たものであり，ご協力いただいた諸氏に感謝する。清野

嘉之，中島清，谷本丈夫，丸山温，山本千秋，横山

敏孝（敬称略)。

保護部門

東京大学農学部鈴木和夫

日本大学農獣医学部山田房男

保護部門では2会場に分かれて50編の講演があった。

講演の内訳は，樹病に関するもの12編，材線虫病につ

いて9編，マツノザイセンチュウの運び屋であるマツノ

マダラカミキリおよびカラフトヒゲナガカミキリについ

て8編，スギ・ヒノキの穿孔性害虫について6編，その

他の昆虫類9編（ポスター展示1編を含む)，鳥獣類6

編であった。

樹病問題についてみると，「スギのこぶ病の解剖観察」



ではわが国に広く分布するスギのこぶ病菌の分類学的所

属について再検討が必要なことが指摘された。この菌は

子のうが二重膜を有することから，従来いわれているよ

うな子のう殻菌綱に属するものではなく，小房子のう菌

綱に属するものと考えられるが，なお今後の検討を要す

る。また，本病は組織学的にはてんぐ巣病のような類器

官性菌痩ではなくて，類組織性菌痩の中の複組織性菌痩

に属するものと考えられた。

「ヒノキ漏脂症の病原学的研究（予報）（Ⅲ)」ではヒ

ノキ漏脂症病患部にPezicz"α属菌が存在することが明

らかにされた。この菌の柄子殻はCj”加s"""sis属

に属するが，欧米の針葉樹上に知られているPez/cz|"α

"”“とは異なるものであった。このように，ヒノキの

漏脂病に関与する病原菌について順次明らかにされつつ

ある。

「スギ・ヒノキの材質腐朽菌」では現在までにわが国

の各地から採取された材質腐朽菌18種について，培養

菌糸の形状や培地上での諸性質が検討された。今後，こ

のような検討が積み重ねられてわが国のスギ・ヒノキの

材質腐朽菌は培謎によっても判別することが可能になる

ものと考えられる。

材線虫病についてみると，「マツ材線虫病年越し枯れ

木におけるマツノザイセンチュウの分布｣，「福島県にお

けるマツ枯損動態に関する研究(X)」といった東北地方

のマツ枯損型すなわち年越し枯れについての報告が多か

った。マツの萎凋枯死機構にはいまだに不明な点が多い

が，今後東北地方の枯損型いわゆる年越し枯れを解明す

ることにより，マツの枯死機構について何らかの知見が

得られるものと思われる。

マツノザイセンチュウの運び屋としてのカラフトヒゲ

ナガカミキリについて，マツノマダラカミキリの場合に

準じた生活史，分布，線虫保持数等の知見が示された。

自然状態にあってもカラフトヒゲナガカミキリの線虫保

持数が平均3,000頭（最高2万頭以上）であったという

調査例は，東北地方などの材線虫病防除のうえで考慮に

入れなければならない事例である。

スギ・ヒノキの穿孔性害虫には，スギカミキリ，スギ

ノァカネトラカミキリ，ヒノキカワモグリガ，その他数

種が含まれる。そのいくつかの種について，成虫の行

動，個体数の年次変動，個生態，加害実態等が報告され

た。現在は，相互に関連のない状態での調査研究が進め

られている段階であろうが，いずれなんらかの形で，樹

種，地域，害虫の種類等の面で一貫した資料の蓄積が望
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まれる。

上記以外の昆虫については，個体群の動態，個生態，

樹木に対する加害等の調査例が報告されたが，マツカレ

ハ関係がポスター展示1編を含めて4編あった。特に注

目されたものは，東京大学北海道演習林内の70年生ス

トローブマツ人工林(1.5ha)における1985年の豆ツカ

レハの大発生についての報告であった。この大発生の過

程をできるだけ過去にさかのぼって調査し，さらに今後

の経過を継続して観察することによって，食葉性害虫の

異常発生に関する貴重な資料が得られるものと思われ

る。

鳥獣関係では，カモシカ，ノウサギ，ノネズミ，鳥類

などについて，生息環境，食餌，防除などについての報

告があった。ノウサギによる食害の激しいスギ品種の発

見に端を発したスギ品種に対するノウサギの噌好性の調

査報告は，今後の研究進展が待たれる発表であった。

防災部門

東京農工大学農学部太田猛彦

防災部門は2会場に分かれ，防災(1)では水文，侵食，

林野火災を中心に28題防災(2)では崩壊，斜面安定，

土砂移動関係の26題，計54題の発表があった。

防災(1)の水文関係では特に集中したテーマはなく，水

循環の各過程に関する研究が1～2題ずつ発表された。

すなわち，林地における蒸発散問題解明の基礎となる放

射収支に関するもの2題，高標高地の気象や降水量分布

に関するもの2題，樹冠遮断に関する実験や測定，地表

面流出に関するもの2題，地下水流出，小試験流域の短

期流出特性，流出水の水質変化等で，それぞれ測定結果

の簡単な解釈が中心である。

山地の小流域における降雨一流出過程の研究は近年

著しく発展した。そして不飽和浸透流の重要性やパイプ

フロー，流出寄与域（ソースエリア）の概念が広く知ら

れるようになり，それらの現象を取り入れた流出モデル

も次々 に発表されている。今大会でも3人の講演者が,..、

ソースエリアの変動を加味した流出モデル，流域内の土

壌水分の推定も含めた飽和不飽和流出モデル，高水流

出，低水流出の双方を考慮した長期の水循環モデル等，

林業技術No.5311986，6
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それぞれの提案したモデルに関してその改良点や適用例

を発表した。

侵食関係では今年も数量化法を用いたブラジル国サン

パウロ州での侵食危険地や崩壊危険地の判定結果，山梨

県での崩壊要因の解析結果が示された。

林野火災関係では1983年の大火災を中心に6題の発

表があった。火災そのものに関しては火災分布と風の関

係，熔岩流による火災の特徴，下層植生の着火実験結果

が，また火災跡地については表面流出特性，植生回復過

程，侵食土量と地表而条件との関係等が報告された。

その他，侵食や斜而災害を念頭においたリモートセン

シング技術に関するもの2題，緑化に関するもの2題が

発表された。

防災(2)では樹木根系と山腹崩壊の関係および樹木を用

いて過去の土砂移動を推定する問題の2つのテーマに発

表が集中した。

樹木根系による表層崩壊防止作用は森林の山地災害防

止機能の中核をなすものであり，その解明は最近の防災

部門の中心テーマの一つとなっている。根系の崩壊防止

効果の評価法としては，単純に根株の引抜抵抗力を測定

する方法から始まったが，現在は根系を含む表層土層の

力学的強度を解明する方向に進み，根系の効果を考察し

た崩壊モデルも提案されている。

今大会でも，根系分布の樹種別，樹齢別実態調査，大

型原位置一面せん断試験による表層土の強度試験，1本

1本の根の引抜強度試験，根系の木質材料としての引張

強度試験等の結果が報告された。このテーマについては

近い将来一定程度のまとまった成果がでるものと期待さ

れる。

自然に侵入した樹木の樹齢は少なくともその期間，そ

の土地は安定しており，大きな土砂移動が起こっていな

いことを意味する。また樹木の年輪や根の特徴はその土

地の環境変化を物語る可能性を持つ。この原理を利用し

て，過去にさかのぼって土砂移動の実態を推定する試み

が続けられている。

河床堆積地の年代分布と滞留時間，ほか1題は渓床堆

積物上の樹木を観察して，また花崗岩地帯における山崩

れ回帰年の推定は山腹斜面上の樹木を観察して，ともに

過去の土砂移動現象を推定している。さらに年輪の持つ

環境変化の記録を合理的に解釈する方法についてのアイ

デアも発表された。

その他，土砂粒子の雨滴による飛散，掃流移動，風に

よる移動などの実験や測定結果が3題，海岸砂防に関す
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るもの3題，土石流の流動特性，治山ダムに作用する土

庄等に関する発表があった。

なお,近年の防災部門の研究発表には,土石流・山腹崩

壊等の力学的解析や渓流工事，地すべり対策に関するも

のが極端に少なく，森林水文や侵食実態論が中心となっ

ている。したがって林学会防災部門の研究発表のみでは

治山砂防研究の全体像は把握しにくくなってきている。

利用部門

宇都宮大学農学部小林洋司

利用部IIWにおける発表総数は，例年になく多数に及び

44編(展示発表1編を含む)であり，今回初めて2会場

に分けて行われた。部門別に見ると林業機械に関する研

究18編作業に関する研究15編,林道に関する研究11

編であった。

林業機械に関する報告を見ると，最近の研究の方向を

反映して，林内走行車を含めて，トラクタに関する開発

研究が多く10編見られた。これは林業の現状が，架線

集材からトラクタの方向にあることを示しているものと

思われる。報告の主なものを挙げると，バイオマス関係

と省力化を目ざした林内および不整地走行車の開発に関

する報告として5編見られた。具体的には試作車の走行

結果と林内走行のコンピュータシミュレーションであっ

たが，このテーマに関しては，まだまだ解決すべき問題

が多く残されているものと思われる。その他バイオマス

関係を反映してササ刈取り・収集装置とササの搬出，グ

ラップルソー式伐倒作業機の性能，林業用トラクタに具

備した集材機能の開発，クレーン集材車の実用化試験で

は，ハイリード式，スラックライン式の索張方式につい

ての成果を報告しているが今後さらに改良が期待され

る。小型林業機械に関する報告としては，振動対策とし

てのリモコンチェンソーのスパイク保持力についてと生

産性の比較の2編，造林用4型機械の自動枝打機の基礎

性能に関する報告があった。集材機に関する報告は，4

編あり，ナイロン製滑車，ワイヤロープのスプライス部

分に関する試験，集材用モソレールおよび集材機の制御

特性についての報告があった。

作業および作業全般に関する報告としては，ヘリコプ



タ集材作業能率に関する報告があり，この中でヘリコプ

ター集材作業を可能にする対象林分，林木等の条件，作

業条件に対応した集材作業の技術体系を目ざした工程調

査の結果について報告している。その他の作業能率に関

する報告としては，雛台作業の作業能率と経徴，適正ス

パン長と伐区形状に関するものがあり，作業面からの伐

倒木の動力学的解析を行った報告もある。また先に触れ

た枝打機械に関する作業工程と操作性の而からの解析の

報告があった。チェンソーに関しては，低振動チェンソ

ーの振動測定方法，生体に影響を及ぼすチェンソーと傾

斜との関係について報告され，刈払磯についての労働負

担についても報告された。その他労働負担の面から間伐

木寄作業，林内歩行についての調査結果の報告があっ

た。長伐期施業における育林労働投下量についての検

討，林業機械の導入手法についての報告が目についた。

展示発表では間伐材の搬出における現状と将来というテ
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－マで現状の機械の分析と将来の方向としてクレーンプ

ロセッサー等の例を挙げて発表された。

林道に関する発表を見ると，林業の現場的要請である

作業道の路面および作業道の実態に関するテーマと林道

の路休椛造に関する発表として，切取り法而,路雛工,路

面排水の解析，舗装の効果があり，林道の計画設計に関

しては，地形と土工趾との関係，地形と線形との関係，

林道の規絡区分があり，林道の災害発生要因の分析につ

いての発表もあった。

以上見たように，利用部門においても林業の厳しい現

状を反映し，間伐材搬出技術に関する研究を始め，労働

生産性の向上を目ざした研究，省力化を目ざした林業ト

ラクタの開発研究，作業道に関する研究が見られたが，

基調としては，多くの堅実な離礎研究から応用研究まで

多方面にわたっている。

昭和61年度前期 国有林分収育林公募のお知らせ

国有林の分収育林（緑のオーナー制度）は，国有林野の一定の土地の樹木を対象に，国

以外の者に，当該樹木の対価ならびに育林費用を支払ってもらい，伐採の時期に収益を分

収する制度です。昭和61年度の前期公募は下記の予定となっています。

記

1募集箇所および面積14営林（支）局，226営林

署，約400カ所，約2,40011a

2募集総口数約8,000口

3募集締切期日募集箇所により異なる。（早いと

ころでは昭和61年7月17日締切り。遅いところは

8月20日となっている）

4対象森林スギ，ヒノキ，トドマツを主とする中

齢級の人工林

5費用負担額等1D50万円（費用負担額のほか

森林の保険料を含む）とし，応募する口数に制限は

ありません。

6持分割合対象森林についての持分の割合は，費

用負担者が各2分の1を基本とします。各費用負担

者の持分の割合は，総口数に占める取得した口数の

割合とします。

7収益分収の方法立木を販売し，販売額を国と徴

用負担者で持分の割合により分収します。

8契約の相手方ア個人，団体，法人とします。

ただし，一部除外されるものがあります。イ現

在，直接この業務に関係している職員は除きます。

9申込みの方法次の事項を記戦した申込書に押印

のうえ，返信用の郵便はがきと個人の場合は住民票

（契約時でも可)，団体の場合は規約書，法人の場合

は登記簿謄本を添えて，申込締切日当日までに対象

森林を管轄する営林(支)局長へ申し込んでくださ

い。この場合，対象森林を管轄する営林(支)局管内

の営林署長を経由して提出することもできます。

ア分収育林契約を申し込む旨の文言

イ対象森林の募集番号および所在地

ウ申込口数および費用負担額等

エ申込者の郵便番号，住所，氏名（団体，法人の

場合は名称および代表者の氏名),年齢,電話番号

オ未成年者等の場合は法定代理人等の住氏，氏

名，印，甑話番号

10契約相手方の決定応騨口数が群集口数を上回っ

た場合は，抽選によって契約相手方およびその口数

を決定します。

※詳細についてのお問合わせは，林野庁業務部業務第

二課（電話03-502-8111内線5096）または各営林

局，営林支局，営林署へ。『公蕊箇所一覧表｣も用意
してあります。

林業技術No．5311986．6
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匹丘S圧▲頤⑰冊全国林業試験指導機関の紹介

46．神奈川県林業試験場

1．沿革

神奈川県の研究普及事業は，昭和25年7月に，林務

課内に専門技術員4名，出先に指導員7名を配置して始

まった。

昭和32年からは，大磯町に林業指導所が設置され，

同時に足柄上，津久井，中の3郡に地区事務所が置かれ

て普及指導，試験研究活動がそれまで以上に活発化して

いった。

昭和43年には林業諸団体の要望もあって，林業指導

所を発展的に解消し，新たに厚木市七沢に林業試験場を

開設した。昭和47年にはそれまで県有林事務所で行っ

ていた林木育種事業が，当場に移管され，研究科で担当

している。

2．組織

次のとおりである。

－管理課3名

場長一次長一一普及指導課3名

一研究科12名（うち研究職8名）

3．施設

（1）土地

総面積573,981m2,建物敷地その他:20,290nIF,苗

畑:8,24211I2,タケ・ササ見本園:2,808nf,クリ見本園
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:2,88011f,樹木園:21,7201n2,林木育種圃場:18,041

nl2

（2）建物

本館29431112,きのこ研究棟:881112,股具舎，種子貯

蔵庫：1211112,昆虫飼育室：77m2，温室;1041112,倉庫・

車庫:103n12

4．試験研究

農政部の試験研究機関として7場・所あるが，機関相

互の連挑をはかるために場所長会議，技術連絡会議が設

けられている。また研究目標の設定，評価および結果の

伝達，共同研究の推進など研究活動の充実を図るため，

腱林漁業者，農林水産団体関係者，市町村関係者，消費

者および学識経験者による農林水産技術会議がある。当

場で行う研究は上記の会議で検討されたのち，予算化さ

れ実施される。

これとは別に，行政ニーズの多様化に対処するため，

県の14研究機関が中心となって，1研究機関だけでは

解決できない問題を取り上げ共同研究を行っている。土

地分類基本調査，下水汚泥，湖沼浄化,LPガス防災技

術等のプロジェクI､が現在活動中であり，当場では土地

分類，下水汚泥のプロジェクトに参加している。

変動の激しい社会，経済情勢下ではあるが，林業者，

県民生活に役だつよう次のような研究を行っている。

(1)林木育種に関する研究として，形質，成長などの特

性の調査およびスギノアカネI､ラカミキリ抵抗性育種に

関する調査などを行っている。(2)育苗の研究としては，

床替機など育苗の機械化に合わせた育苗技術の近代化手

法開発試験を行っている。(3)公益的機能を高めるための

複層林施業技術の研究として，実態調査および試験林造

成を行っている。(4)間伐などの要保育林分の急増に対し

て密度管理に関する試験を行っている。(5)ヒノキ林の土

域流亡の問題に対して県内の実態を調査しその特性を解

明し,また,その保全方法を検討している。(6)広葉樹材の

枯渇，騨境面での効果に対して有用広葉樹の利用開発の

研究を行っており，60年度は箱根町の委託による，「匠

の森」の適地判定調査を行った。(7)61年度から，急速

に減少する都市近郊林の実態を調査し，保全および管理
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間伐材の利用開発試験

（イカダ的柵造物により海岸砂地の安定化を図る）

の方法を検討することになった。(8)間伐材の利用開発試

験として，間伐材を用いて海岸砂地の安定化を図る方法

一イカダ式砂地安定化工(仮称)－を現地で試みてい

る。(9)発酵処理下水汚泥の有効利用の研究として，海岸

のクロマツ林および砂草に対する施用試験を行った。こ

れは,県内研究機関の共同研究の一端で，60年度まで3

カ年の成果を現在とりまとめ中である。(10国土庁の委託

による土地分類埜本調査を，59年から5カ年計画で県

下全域について行っており，当場は林野土壌について担

当している。(11)きのこに関する研究としては，国補課

題，地域バイテク共同研究を61年度から行うことにな

った。野性きのこの探索と細胞融合による優良個体の作

出を5カ年間で行うものである。似当場において人工栽

培化の目安がついたヤナギマツタケの実用化試験および

シイタケ等の菌床栽培化試験を行っている。なお，昭和

61年3月に当場内にきのこ研究棟が完成した。この研究

棟には温湿度が制御できる4つの培養室と各種のおがこ

栽培機器が完備されており，今後は食用きのこ類の栽培

試験に本格的に取り組めるようになる。⑬森林および樹

木の病害に関する研究としてヒノキ苗畑に発生するヒノ

キ，ヒバ類樹脂胴枯病の生態の究明と防除試験を行って

いる。また，スギ，ヒノキ造林地における材質腐朽病害

の発生実態の澗査を行っている。M森林および樹木の虫

害に関する研究として，当場内スギ採種園において，ス

ギ球果の虫害調査を行っている。

5．林業普及指導事業

組織の項で記戦したとおり，当場には普及指導課が設

置され，3名の職員（普及指導課長1名，林業専門技術

員2名，計3名）で樅成されている。林業普及指導事業

は普及指導課の業務で，森林・林業の知識や技術に関す
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る調査研究，備報活動，普及指導等を行っている。具体

的に述べると，(1)林業改良指導員の研修，(2)巡回指導お

よび相談業務，(3)林業技術適応化事業，(4)林業普及情報

活動システム化事業，(5)交流学習推進事業，(6)技術課題

実証事業の実施である。最近の主な成果としては，(1)育

林施業技術指針の作成（暫定)，(2)間伐4経木生産合理

化技術の創出をあげることができる。また，開発途上の

技術としては，(1)ネキリムシの駆除技術，(2)ヤナギマツ

タケの栽培技術がある。いずれも県内の苗木生産者やき

のこの生産者が鶴首して待ち望んでいる技術である。

近年，普及指潮課に対する現地指導の要請や技術相談

の件数も多くなってきた。ちなみに昭和59年度には，

林業経営75件，造林102件，森林保護29件，特用林産

112件，普及方法44件，その他2件，計373件もあっ

た。

このように県民とりわけ農山村や都市の住民に果たす

普及指導の役割はきわめて大きい。今後は，研究一普及

一行政の関係を十分ふまえ，三位一体となって林業普及

指導事業を推進していきたい。

6．林木育種事業

神奈川県の林木育種事業は昭和32年に開始された。

選抜した糖英樹候補木はスギ68本，ヒノキ44本，アカ

マツ16本，クロマツ9本であった。そのうちスギ，ヒ

ノキについては，11カ所で次代検定中である。本県の

種子採取は育種事業の一環として実施している。育種採

種園はスギについて0.6haあるが，さらに南足柄市に造

成中である。造成中の採種園はスギ3.5ha,ヒノキ4．0

haの規模で,採種園設定型式は49型である｡完成後は県

内需要種子のすべてを供給する計画である。採穂園はス

ギ，ヒノキ合わせて0.3haある。これらの穂により生産

されるクローン苗木は次代検定用，採種園用，試験研究

用に供される。今後の課題は精英樹の追加選抜，抵抗性

個体選抜および特定形質個体の選抜等である。

（神奈ﾉll県林業試験場長・栗田貞治）

鰯簿
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々
は
小
屋
を
圧
す
る
よ
う
に
黒
々
と
立
ち
ふ
さ
が
り
、
そ

こ
ず
え

の
上
の
細
長
い
空
に
星
影
が
さ
え
た
。
近
く
の
木
の
梢
か

ら
は
、
キ
ュ
イ
キ
ュ
イ
と
ム
サ
サ
ピ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

た
。
八
月
と
は
い
え
夜
は
肌
寒
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

ラ
ン
プ
の
薄
暗
い
明
か
り
の
下
で
私
は
本
を
読
ん
だ
。

そ
の
と
き
持
参
し
て
い
た
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選

集
』
は
た
し
か
全
八
巻
で
、
そ
の
う
ち
の
二
冊
ぐ
ら
い
を

こ
の
八
月
に
読
ん
だ
よ
う
に
思
う
。
あ
る
い
は
川
端
康
成

の
『
雨
傘
』
と
い
う
小
説
で
、
少
女
が
少
年
に
雨
傘
を
さ

し
か
け
る
く
だ
り
を
読
み
、
自
分
に
も
高
校
生
の
こ
ろ
そ

の
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
し
た
。

ほ
か
の
仲
間
た
ち
は
く
つ
の
ラ
ン
プ
の
下
で
ほ
と
ん
ど(画・筆者）

毎
夜
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
ふ
け
っ
て
い
た
。
煙
草
を
一
本
ず

つ
か
け
て
や
る
の
だ
が
、
と
き
に
は
私
も
加
わ
っ
た
。
や

が
て
ゲ
ー
ム
に
あ
き
る
と
、
つ
ぎ
は
き
ま
っ
て
恋
占
い
と

き
た
。
里
の
娘
の
誰
彼
を
相
手
に
見
た
て
て
は
、
カ
ー
ド

、
、
、
、
、
、

を
繰
り
、
ほ
か
の
者
は
ま
わ
り
を
囲
ん
で
恋
の
な
り
ゆ
き

に
喚
声
を
あ
げ
た
り
ひ
や
か
し
た
り
し
た
。
ふ
だ
ん
性
の

う
ず窪
き
を
抑
制
し
て
い
る
若
者
た
ち
は
、
顔
見
知
り
の
娘
の

名
前
を
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
だ
け
で
、
胸
が
雌
る
ほ

ど
の
興
奮
を
覚
え
る
の
だ
っ
た
。
ま
た
昼
間
の
仕
事
で
消

耗
し
な
が
ら
、
夜
に
な
れ
ば
ま
る
で
別
人
の
よ
う
に
元
気

に
な
る
の
も
、
ま
さ
に
若
さ
の
た
ま
も
の
と
い
え
た
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

私
が
日
記
を
書
い
て
い
る
と
、
向
こ
う
に
集
ま
っ
た
仲

間
が
、
お
ー
い
、
ち
ょ
っ
と
来
い
よ
、
と
呼
ぶ
。
行
っ
て

み
る
と
、
彼
ら
は
雑
誌
の
ヌ
ー
ド
写
真
を
見
て
、
白
い
布

地
で
思
わ
せ
ぶ
り
に
隠
し
た
下
に
ズ
ロ
ー
ス
（
そ
の
こ
ろ

し
た
ば

パ
ン
テ
ィ
ー
と
い
う
名
称
は
知
ら
ず
、
女
性
の
下
穿
き
は

、
、
、
、

ズ
ロ
ー
ス
だ
っ
た
）
を
は
い
て
い
る
か
ど
う
か
詮
議
し
て

い
る
の
だ
っ
た
。
お
ま
え
は
ど
う
見
る
か
と
聞
く
の
で
、

こ
れ
は
は
い
て
い
な
い
よ
う
な
柊
好
を
し
て
い
る
け
ど

、
、
、
、
、

も
、
ほ
ん
と
は
ノ
ー
ズ
ロ
ー
と
は
ち
が
う
、
な
ど
と
私
も

感
想
を
述
べ
た
。

我
々
は
ま
た
女
性
の
肉
体
や
性
に
つ
い
て
露
骨
に
言
い

ひ
わ
い

た
て
、
ど
っ
と
卑
狼
に
笑
っ
た
り
し
た
。
け
れ
ど
も
本
当

は
誰
も
ま
だ
女
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
も
も
ち
ろ
ん
童
貞
で
あ
っ
た
。

わ
い
鑓
ん

狼
談
は
性
欲
の
自
然
な
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

床
の
中
に
入
っ
て
か
ら
も
、
身
体
は
熱
く
け
だ
る
く
、

な
ま
め
か
し
い
情
緒
に
つ
つ
ま
れ
揺
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ

げ
ん
え
い

ら
れ
た
。
夢
う
つ
つ
の
中
に
も
女
の
幻
影
を
追
い
求
め
て

や
ま
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
私
は
よ
り
精
神
的
な
恋
愛
に
ひ

あ
こ
が

そ
か
に
強
く
極
れ
た
。
交
際
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
つ
き
合
い

で
は
な
か
っ
た
が
、
た
ま
に
手
紙
を
く
れ
る
程
度
の
女
性

は
二
、
三
人
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
や
り
と
り

を
し
て
い
た
相
手
は
、
高
校
時
代
の
つ
ま
り
『
雨
傘
』
に

ち
な
ん
で
思
い
出
す
少
女
で
、
い
ま
で
は
都
会
の
大
学
に

き
ま
じ
め

進
ん
で
い
た
。
彼
女
は
勉
学
の
こ
と
な
ど
を
生
真
面
目
な

調
子
で
響
い
て
よ
こ
し
た
。
私
も
ま
た
身
の
回
り
の
様
子

を
さ
り
げ
な
く
つ
づ
っ
て
、
胸
の
底
に
ゆ
ら
め
く
恋
情
は

抑
え
て
い
た
。
恋
情
と
い
っ
て
も
実
際
に
は
も
う
一
年
以

上
も
会
っ
て
い
な
く
て
、
つ
ま
り
観
念
的
な
ひ
と
り
よ
が

り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
昼
間
の
仕
事
は
そ
の
よ
う
な
情
緒
を
ふ
っ
と
ば

す
よ
う
な
き
び
し
さ
で
続
け
ら
れ
た
。
雨
の
日
も
休
ま
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
合
成
樹
脂
の
よ
う
な
も
の
は

が
つ
ば

な
く
て
、
長
く
て
重
い
ゴ
ム
合
羽
だ
っ
た
。
合
羽
を
着
る

と
直
接
雨
に
打
た
れ
は
し
な
い
も
の
の
、
内
側
か
ら
汗
が

い

こ
も
っ
て
、
や
は
り
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
。

雨
の
日
は
果
無
山
脈
も
霧
に
隠
れ
て
い
た
。
と
き
に
は

あ
た
り
が
暗
く
な
り
し
の
つ
く
ば
か
り
に
降
る
な
か
で
も

嫌
を
振
る
っ
た
。
景
気
づ
け
に
歌
も
出
た
が
、
そ
こ
で
も

呈
つ
け
い

滑
職
で
単
独
な
文
句
が
好
ん
で
歌
わ
れ
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
里

の
盆
踊
敬
で
、
お
し
ま
い
に
「
あ
れ
わ
い
ど
ん
ど
ん
ど

は
や
し

ん
、
こ
れ
わ
い
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」
と
洲
子
の
高
い
雌
子
が

つ
く
。
そ
こ
で
全
員
声
を
合
わ
せ
、
威
勢
の
よ
い
大
き
な

わ
め
き
声
が
山
を
ど
よ
も
し
た
。
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下
草
刈
り
の
最
初
の
現
場
は
、
小
屋
か
ら
ウ
ズ
ラ
谷
を

数
百
メ
ー
ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
尾
根
に
か
け
て
の

一
帯
、
約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
。
我
々
は
ま
ず
標
高

八
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
尾
根
ま
で
登
っ
た
。
そ
こ
か
ら

の
眺
め
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
四
方
ど
ち
ら
を
向
い
て

も
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
山
々
が
連
な
り
重
な
り
合
っ
て
い

た
。
北
の
正
面
に
ひ
と
き
わ
高
く
東
西
に
わ
た
っ
て
横
た

は
て
な
し

わ
る
の
が
、
紀
和
国
境
の
果
無
山
脈
で
あ
っ
た
。

作
業
は
尾
根
か
ら
山
す
そ
に
向
か
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

二
、
三
年
生
の
杉
と
桧
の
苗
木
の
ま
わ
り
で
は
、
雑
木
の

株
も
芽
を
吹
い
て
い
た
が
、
圧
倒
的
に
茂
っ
て
い
る
の
は

か
や茅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
柄
の
長
い
草
刈
鎌
一
丁
で
刈
り
払

う
の
だ
が
、
八
月
に
も
な
る
と
茅
は
も
う
か
な
り
硬
く
な

っ
て
い
た
。

四
人
（
八
名
の
作
業
班
は
二
組
に
わ
か
れ
て
別
の
現
場

を
持
っ
た
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
刈
る
範
囲
を
定
め
、
山
腹
を

横
へ
向
か
っ
て
刈
り
進
ん
だ
。
こ
こ
で
も
腕
を
競
う
か
た

ち
と
な
っ
た
。
仲
間
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
は
面
目
が
つ
ぶ

れ
る
の
で
あ
る
。
作
業
班
で
は
日
雇
稼
ぎ
で
も
請
負
仕
事

の
場
面
も
賃
金
に
差
は
つ
け
な
か
っ
た
が
、
収
入
に
か
か

わ
り
な
く
、
た
が
い
に
遅
れ
は
と
る
ま
い
と
し
た
。

し
ば
ら
く
刈
っ
て
み
る
と
、
こ
の
仕
事
で
か
な
り
も
う

山
峡
の
譜

ウ
ズ
ラ
谷
ｌ
夏
の
下
草
刈
り
側

宇
江
敏
勝

か
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
請
負
単
価
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

つ
き
四
千
円
だ
っ
た
が
、
だ
い
た
い
四
日
平
均
で
仕
上
げ

ら
れ
た
。
つ
ま
り
一
日
に
千
円
に
な
る
わ
け
で
、
そ
の
こ

ろ
日
雇
い
だ
と
六
○
○
円
だ
っ
た
か
ら
、
は
り
き
っ
て
働

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
千
円
と
い
う
も
う
け
に
つ

ら
れ
て
、
勝
手
休
み
を
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
場
面
が
あ
っ
た
。
昼
近
く
な
っ
て
並

ん
で
刈
っ
て
い
た
Ｓ
が
、
突
然
鎌
を
持
っ
た
ま
ま
か
が
み

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
腹
が
痛
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
顔
色

も
青
ざ
め
て
い
た
。
我
々
は
医
者
へ
行
こ
う
か
、
と
か
、

小
屋
へ
帰
っ
て
休
め
と
す
す
め
た
が
、
Ｓ
は
し
ば
ら
く
こ

こ
で
様
子
を
み
る
の
だ
と
言
う
。
し
か
た
な
く
Ｓ
を
残
し

て
お
い
て
、
刈
り
進
ん
だ
。

し
ば
ら
く
後
に
我
々
が
弁
当
を
食
っ
て
い
る
と
、
Ｓ
は

鎌
を
担
い
で
下
っ
て
来
て
、
吐
い
た
ら
腹
痛
は
お
さ
ま
っ

た
が
、
飯
は
食
い
た
く
な
い
、
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
青

白
い
顔
で
一
人
刈
り
始
め
た
。
私
た
ち
は
止
め
よ
う
と
し

た
が
、
腹
痛
で
遅
れ
た
分
を
埋
め
合
わ
す
の
だ
と
、
み
ん

な
が
弁
当
を
食
い
休
憩
す
る
あ
い
だ
刈
り
続
け
た
。
少
し

ば
か
り
休
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
日
当
に
か
か
わ
り
は
し
な

か
っ
た
が
、
い
わ
ば
仲
間
へ
の
気
が
ね
か
ら
無
理
を
し
た

の
だ
。

私
も
ま
た
必
死
の
お
も
い
で
働
い
た
。
ま
え
に
も
響
い

た
が
、
私
だ
け
は
商
校
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
ぷ
ん
現

場
の
仕
事
は
ま
だ
身
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
お
な
じ
状
況
で
刈
っ
て
い
て
も
、
し
ば
し
ば
仲
間
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
。
遅
れ
ま
い
と
し
て
力
ま
か
せ
に
鎌
を

振
り
ま
わ
す
。
す
る
と
は
ず
み
で
草
の
あ
い
だ
の
石
を
た

た
い
て
刃
を
つ
ぶ
し
、
ま
す
ま
す
鎌
が
切
れ
な
く
な
っ

た
。
い
つ
ぽ
う
ベ
テ
ラ
ン
の
仲
間
た
ち
は
力
ま
ず
上
手
に

鎌
を
操
っ
て
す
い
す
い
と
刈
っ
て
進
み
、
自
分
の
ぷ
ん
を

片
づ
け
る
と
私
の
受
け
持
ち
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
有
難

い
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
自
分
の
劣
等
ぶ

り
が
恥
ず
か
し
く
、
屈
辱
的
で
す
ら
あ
っ
た
。

夕
方
、
疲
れ
は
て
て
帰
る
と
、
ま
ず
小
屋
の
そ
ば
の
谷

川
へ
入
っ
て
汗
を
流
し
た
。
風
呂
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
流
れ
で
米
や
食
器
を
洗
っ
た
。

あ
る
と
き
の
こ
と
、
炊
事
当
番
に
あ
た
っ
た
大
男
の
Ｔ

が
、
手
間
を
か
け
て
丁
寧
に
米
を
洗
っ
て
い
た
。
米
と
い

っ
て
も
半
分
は
麦
だ
が
、
よ
く
見
る
と
Ｔ
は
鍋
を
か
き
ま

お
し
む
ぎ

わ
し
て
は
軽
く
て
浮
か
ん
で
く
る
押
麦
を
流
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
彼
は
麦
が
嫌
い
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
米
と
味

噌
と
茶
は
森
林
組
合
の
支
給
（
お
か
ず
と
酒
は
自
前
）
だ

っ
た
か
ら
、
流
し
て
も
自
分
ら
の
懐
中
は
痛
ま
な
か
っ

た
。
月
末
の
勘
定
の
と
き
森
林
組
合
の
Ｆ
技
師
は
、
な
ん

と
君
ら
は
一
日
に
一
人
平
均
六
合
も
食
っ
て
い
る
、
と
驚

い
た
が
、
そ
う
し
て
谷
川
へ
捨
て
た
麦
も
ふ
く
ま
れ
て
い

た
の
だ
。

そ
う
し
て
身
体
を
洗
っ
た
り
食
事
の
し
た
く
を
し
て
い

る
こ
ろ
、
日
和
が
よ
け
れ
ば
ウ
ズ
ラ
谷
の
奥
の
山
脈
に
赤

い
大
き
な
夕
日
が
見
ら
れ
た
。
や
が
て
日
が
暮
れ
る
と
山
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リンホフ・スーパーテヒニカ4×5．ニッコール150ミリレンズ。トライX白峰太田の大トチ

〔伯耆の大ジイ〕
所在鳥取県東伯郡東伯町宮場字宮内
交通山陰本線浦安駅。パス30分

特徴国指定天然記念物

〔白峰太田の大トチ〕
所在石川県石川郡白峰村字堂の森，太田
交通北陸本線金沢駅より白峰行バス。終点より徒

歩約2時間

し
ら
み
ね
お
調
た

旭
白
峰
太
田
の
大
ト
チ
ー
日
本
最
大
の
ト
チ

国
指
定
天
然
記
念
木
の
ト
チ
ノ
キ
は
全
国
に
四
本
あ

わ
心
狸
に
と
が

る
。
富
山
県
の
司
脇
谷
の
ト
チ
ノ
キ
」
同
「
利
賀
の
ト
チ

ば
た
都
み

ノ
キ
』
丘
庫
県
の
「
畑
上
の
大
ト
チ
ノ
キ
」
広
島
県
の

く
土
の

「
熊
野
の
大
ト
チ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
目
通
り

周
囲
が
一
○
メ
ー
ト
ル
内
外
。
本
樹
の
周
囲
は
一
二
メ
ー

ト
ル
、
樹
齢
一
、
三
○
○
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で

は
お
そ
ら
く
最
大
の
ト
チ
ノ
キ
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
当
然

こ
の
巨
木
は
国
の
天
然
記
念
樹
に
指
定
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
は
・
・
・
…
と
思
っ
た
が
、
そ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は

聞
き
漏
ら
し
た
。
こ
の
大
ト
チ
を
訪
れ
た
の
は
昭
和
四
十

五
年
の
盛
夏
、
写
大
の
学
生
で
あ
っ
た
次
男
の
運
娠
で
長

途
、
石
川
県
の
秘
境
、
白
峰
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。
本
樹

の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
帝
国
森
林
会
発
行
の
『
日
本
老

樹
名
木
天
然
記
念
樹
』
で
あ
っ
た
。
本
書
に
は
全
国
の
三

千
数
十
本
に
お
よ
ぶ
老
樹
名
木
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
文
化
庁
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
『
天
然
記
念
物
事
典
』

の
植
物
の
項
目
は
、
こ
れ
が
原
本
で
あ
ろ
う
。
私
に
と
っ

て
は
大
変
な
資
料
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
資
料
を
提
供
し
て

く
れ
た
の
が
、
当
時
の
『
山
林
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
高

橋
松
尾
氏
で
あ
っ
た
。
『
山
林
」
の
表
紙
カ
ラ
ー
写
真
を

担
当
し
て
い
た
私
へ
の
原
稿
料
の
一
部
で
あ
っ
た
。

時
が
移
っ
て
昭
和
六
十
一
年
、
小
生
著
、
講
談
社
現
代

新
書
の
『
巨
樹
』
を
見
た
と
い
っ
て
小
学
館
の
嗣
詞
も
』
Ｆ

の
デ
ス
ク
の
白
井
康
介
氏
と
一
緒
に
や
っ
て
来
た
ラ
イ
タ

ー
の
塩
野
米
松
氏
は
、
私
と
秋
田
の
同
県
人
で
、
高
橋
松

え
腱

尾
氏
の
甥
で
あ
る
と
名
の
っ
た
。
人
の
縁
し
と
は
不
思
議

で
あ
る
。
高
橋
さ
ん
は
今
な
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

い
う
。
万
歳
。
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伯
番
の
大
ジ
イ

私
の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
・
ス
Ｉ
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
・
ニ
ッ
コ
ー
ル
九
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

腿
う
き

加
伯
耆
の
大
ジ
イ
ー
断
崖
に
立
つ
巨
枝

関
東
以
西
の
森
林
は
そ
の
昔
、
シ
イ
、
カ
シ
、
ク
ス
な

ど
の
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
関
東
周
辺
の

鎮
守
の
森
を
数
十
カ
所
巡
っ
て
み
た
が
、
そ
の
大
部
分
は

照
葉
樹
林
で
あ
っ
た
。
東
北
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
は
話

に
聞
く
照
葉
樹
林
は
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
林
野
庁
を

退
職
し
て
鎮
守
の
森
巡
り
を
始
め
て
、
よ
う
や
く
そ
の
こ

と
が
実
感
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
幼
い

こ
ろ
、
ケ
ヤ
キ
や
ス
ギ
な
ど
の
下
で
遊
ん
だ
私
に
は
、
ク

ス
、
シ
イ
、
カ
シ
、
タ
ブ
ぐ
ら
い
の
大
別
は
で
き
て
も
、

そ
の
種
類
に
い
た
っ
て
は
と
ん
と
不
案
内
で
あ
る
。
だ
い
ぜ
ん

「
伯
耆
の
大
ジ
イ
」
は
ス
ダ
ジ
イ
の
巨
木
で
、
伯
耆
大
山

の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
に
つ
づ
く
台
地
状
の
上
の
春
日
神

社
の
境
内
に
あ
る
。
境
内
は
丘
に
な
っ
て
お
り
そ
の
東
南

に
面
し
た
断
崖
の
よ
う
な
際
に
本
樹
は
巨
立
し
て
い
る
。

幹
は
根
元
か
ら
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
四

本
の
太
い
枝
に
分
か
れ
、
根
元
の
幹
は
縄
を
よ
じ
っ
た
よ

う
な
深
い
し
わ
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
樹
齢
は
さ
だ
か

で
は
な
い
が
、
古
老
の
話
で
は
一
、
○
○
○
年
に
は
な
る

は
ず
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
平
安
朝
の
こ
ろ
、
こ
の
地

方
は
藤
原
氏
の
牧
場
が
い
と
な
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
春
日

神
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
奈
良
の
春
日
大
社
を
勧
請

し
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
大
ジ
イ
は
そ
こ
の
ご
神
木
で
あ

っ
た
と
。

断
崖
に
立
ち
四
本
の
巨
大
な
枝
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
様

は
、
一
見
、
頭
で
っ
か
ち
で
不
安
定
に
さ
え
見
え
る
。
雲

ひ
と
つ
な
い
晴
天
下
、
陽
光
を
浴
び
て
光
る
常
緑
樹
の
葉

は
深
い
陰
影
を
幹
に
落
と
し
て
お
り
、
そ
の
明
暗
差
の
大

き
さ
に
カ
ラ
ー
写
真
の
撮
影
に
は
手
こ
ず
っ
た
。
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計 ｜
皮
む
き
一

節
ま
わ
し
一

切
断
－

３
斗

｜
澱
白 別府竹細工製造工程

一
一
一
部
品
趣
付
け
一
一

一
織
仕
上
げ
一

辰
莞
『
押
岬
作
間
〕
一
柾
割
り
一

一
面
取
１
１
川
‐
ヨ

一
幅
取
り
一

一
一
川
誹
り
一
一
２
竹竹カ

ー
す
き
一
手

一
一
小
斗
り
一
台竹高

一
簿
剥
ぎ
一

竹

一
偏
岬
叩
卦
剛
艸
－
２
・
鋤
、↓心緑

一
荒
剥
ぎ
酎当縁竹輪胴．‘上竹竹骨小節

〔
製刑 '応 計帯

仕岸
皿
り
一 計笹

将
附

り
一

|#L

3>綴巻き竹‘縄手竹．手巻き竹，耳環竹
4繰柾割竹

4

七
）
に
、
土
地
の
人
が
行
商
人
用
の
か
ご
を
作
っ
て

売
り
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
弘

化
年
間
（
一
八
四
四
’
一
八
四
七
）
に
は
、
み
す
、

す
だ
れ
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
別
府
近
郷
に
は
、
か

ご
編
み
に
適
し
た
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ

ク
な
ど
が
豊
富
で
、
資
材
に
恵
ま
れ
、
温
泉
の
湯
治

客
が
滞
在
中
に
使
う
炊
事
用
の
ざ
る
、
み
そ
こ
し
な

ど
の
ほ
か
、
土
産
品
な
ど
も
作
ら
れ
て
、
産
地
外
に

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
じ
め
は
農
家
の
副

業
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
し
だ
い
に
専
業

で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
多
く
の
優
れ
た

作
家
や
技
術
者
が
輩
出
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
、
商
品
開

発
の
向
上
が
行
わ
れ
、
産
業
と
し
て
の
基
礎
が
確
立

し
て
全
国
一
の
産
地
と
な
っ
た
。

原
材
料
竹
（
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
ク
ロ
チ
ク
、
ゴ

マ
ダ
ケ
、
メ
ダ
ケ
、
シ
ノ
ダ
ケ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
）
、

藤
、
染
料
（
塩
基
性
染
料
、
分
散
染
料
）
、
塗
料
（
天

然
漆
）
。

製
造
技
術
製
品
の
種
類
、
形
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
普
通
の
か
ご
は
、
ま
ず
油
抜
き
し
た
竹
材
を
象

牙
色
に
な
る
ま
で
天
日
で
漂
白
し
、
屋
内
の
風
通
し

の
よ
い
所
で
乾
燥
さ
せ
る
。
こ
れ
を
竹
鋸
で
所
要
の

寸
法
に
切
断
し
、
竹
割
包
丁
で
節
の
高
い
部
分
を
削

り
取
る
。
た
だ
し
、
さ
び
付
け
を
す
る
製
品
の
部
材

せ
ん

は
、
磨
き
銑
で
表
皮
を
削
っ
て
お
く
。
竹
割
包
丁
で

荒
割
り
、
内
節
取
り
、
荒
剥
ぎ
、
小
割
り
、
薄
刺
ぎ

を
行
う
が
、
八
’
一
○
ミ
リ
幅
の
ヒ
ゴ
を
作
る
場
合

は
小
割
り
を
行
わ
ず
、
ま
た
、
薄
い
細
ヒ
ゴ
を
作
る

場
合
は
薄
剥
ぎ
ま
た
は
す
き
工
程
の
後
も
う
一
度
小

割
り
を
す
る
。
長
尺
の
剥
ぎ
竹
で
節
が
多
い
場
合
、

特
に
丸
編
み
、
横
編
み
用
の
ヒ
ゴ
を
作
る
場
合
は
、

切
出
小
刀
で
す
き
（
肉
質
部
分
を
削
る
）
、
リ
ン
コ

編
み
、
平
編
み
、
網
代
編
み
な
ど
に
用
い
る
。
一
節

入
れ
た
程
度
の
短
い
ヒ
ゴ
を
作
る
場
合
は
す
き
銑
で

す
き
、
厚
さ
を
一
定
に
す
る
。
ヒ
ゴ
は
さ
ら
に
包
丁

と
小
刀
で
幅
取
り
、
面
取
り
、
薄
剥
ぎ
を
行
っ
て
編

み
に
移
る
。
編
み
方
に
は
四
つ
目
、
六
つ
目
、
八
つ

目
、
網
代
、
リ
ン
コ
、
ご
ざ
、
菊
底
な
ど
の
基
本
編

み
が
あ
る
。
縁
仕
上
げ
に
は
、
共
縁
、
当
縁
、
巻
縁

が
あ
り
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
手
（
挿
手
、
曲
げ

手
）
、
耳
環
、
高
台
（
巻
き
高
台
、
飾
り
高
台
）
を

つ
け
る
。
な
お
、
皮
む
き
を
し
た
材
料
で
編
ん
だ
製

品
は
、
塗
り
仕
上
げ
あ
る
い
は
さ
び
付
け
を
す
る

が
、
い
ず
れ
も
塗
装
す
る
前
に
塩
基
性
染
料
で
染
色

（
さ
び
付
け
の
場
合
は
二
度
染
め
）
す
る
。
塗
装

は
、
精
製
漆
を
塗
付
し
て
つ
や
出
し
を
す
る
か
、
精

製
漆
で
下
塗
り
を
し
た
後
さ
び
付
け
を
し
、
上
塗
り

を
し
て
つ
や
出
し
を
す
る
。

生
産
地
別
府
市
、
大
分
市
、
日
田
市
、
杵
築
市
、

速
見
郡
日
出
町
、
大
分
郡
庄
内
町
、
湯
布

院
町
。

生
産
規
模
○
企
業
数
二
七
六

○
従
事
者
数
三
一
六
人

○
年
生
産
額
二
三
億
円
（
内
伝
産
品
三

億
六
三
○
○
万
円
）

組
合
○
別
府
竹
製
品
協
同
組
合
〔
〒
八
七
四

別
府
市
光
町
一
’
五
（
有
）
岩
尾
竹
瞭
内

電
話
（
○
九
七
七
）
二
二
’
六
四
三
九
〕
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佐
原
雄
次
郎

全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
貝

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

花

瓜同

石爵

（
写
真
提
供
・
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
会
）

ー亨ヱロ鼎呼，罪苧が＝出＞等「…､今聖一，画一，．⑪…

3.別府竹細工

竹
は
東
洋
の
特
産
材
と
い
っ
て
よ
く
、
中
で
も
日

本
の
竹
は
種
類
も
多
く
、
竹
細
工
に
適
し
た
も
の
が

多
い
。
竹
は
木
と
違
っ
て
、
桿
が
中
空
で
、
軽
い
わ

り
に
強
く
、
表
皮
が
滑
ら
か
で
弾
力
性
に
富
み
、
曲

げ
や
す
く
、
割
裂
性
に
優
れ
て
い
る
。
こ
の
竹
材
を

加
工
す
る
に
は
、
材
料
の
特
性
や
、
竹
製
品
の
主
体

で
あ
る
立
体
的
な
編
組
技
術
上
、
機
械
生
産
化
す
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
、
主
と
し
て
簡
単
な
工
具
に
よ

る
手
作
業
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
単
純
な
作
業
で
あ

る
の
で
だ
れ
に
で
も
作
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
に
、
立
派
な
作
品
や
製
品
を
作
る
に
は
熟
練
が
必

要
で
、
そ
の
技
術
を
会
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
竹
製
品
は
全
国
至
る
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
て
い
る

が
、
特
に
中
国
、
四
国
、
九
州
が
盛
ん
で
、
中
で
も

大
分
県
の
別
府
は
そ
の
代
表
的
な
産
地
で
あ
る
。

特
色
別
府
竹
細
工
は
、
製
品
と
し
て
の
地
方
的
特

色
は
見
ら
れ
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
マ
ダ
ケ
の

平
ヒ
ゴ
で
作
っ
た
編
組
も
の
が
得
意
で
、
盛
器
、
花

器
、
食
卓
用
小
物
、
照
明
具
か
ら
、
竹
杓
子
、
孫
の

手
、
玩
具
に
至
る
ま
で
、
な
い
も
の
は
な
い
と
い
え

る
よ
う
に
、
多
種
、
多
量
な
こ
と
が
特
色
と
い
え

プ
（
》
◎

沿
革
日
本
書
紀
の
景
行
記
に
、
景
行
天
皇
が
九
州

く
ま
そ
か
し
わ
ご

熊
襲
親
征
の
帰
途
別
府
に
立
ち
寄
ら
れ
た
際
、
引
具

と
も

の
膳
伴
（
台
所
方
）
が
良
質
の
マ
ダ
ケ
が
多
い
の
を

知
り
、
め
ど
（
茶
碗
か
ご
）
を
作
っ
た
と
あ
る
が
、

別
府
竹
細
工
は
、
室
町
時
代
（
一
三
九
二
－
一
五
六
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の活性化，間伐の促進，…･･森林・

林業・林産業の健全な育成と国有林

野事業の経営改善のため，財源措置

を含め検討し，積極的な施策の推進

を図るべきである」としている。

農材鵜

衆参本会議で「林業振興決議」

戦後の「挙国造林｣，「国土緑化」以来
日本の再建は造林から

戦中，戦後の混乱で伐採跡地の造

林は進まなかった。むしろ，腱地解

放の次は「山林解放」ではないかと

若齢林が伐採される向きもあった。

いずれにしても，当時の伐採跡地

は150万11aに達し，降雨のたびに各

地で水害などが発生，毎年1,500名

から2,500名の人命さえ失われてい

た。

このような背景のもとで，「挙国

造林｣，「国土緑化推進」の決議が癒

され，山梨県下での第1回全国植樹

祭の開催(25年)，要造林地の指定，

去る5月15日の衆議院本会議で，

玉沢徳一郎議員の趣旨説明のあと，

嚥林・林業・林産業の活性化と国

有林野事業の経営改善に関する決

議」が全会一致で行われた。

続いて16日には，参議院本会議

でも同様の決議がなされた。

本会議において，農林水産省事業

が決議されたのは，最近では52年

3月「日ソ漁業交渉｣，55年4月「食

糧自給力強化｣，59年7月「米の需

給安定｣の決議であり，「林業」が本

会議で決議されたのは，24年の｢挙

国造林｣，26年の「国土緑化」以来

のことである。

「決議」では，近年における林業

の苦況，国有林野事業の財務事情の

悪化などについて述べ，隣林資源

の維持・造成は人類にとって重要な

課題となっている。よって政府は，

緑豊かな国づくりと国産材時代を展

望して，木材需要の拡大，木材産業

｢2＝ゴー …､岳一江一一.ーーー石ぞ三三
,ヨー,一迫＝“-----1－一一．－－－－－毒呵些_ ’

廃した森林の復旧（終戦～30年ごさせてきた。

ろ）から，木材需要の増大に対処しその結果，59年3月末現在,わが

た拡大造林の推進（30年代前半～国森林資源（面積2,533万ha,諮職

40年代半ば)，さらに，木材生産機27億1,700万m8)のうち，人工林

能と公益的機能の高度発揮を期待すは面積の40％，蓄稜の45％までを

る森林の整備，充実の方向(40年代占めるようになった。そして，天然

半ば～現在）へと，その重心を移行林も含めた森林蓄積は，連年，伐採

臓識灘鍵;灘撰識瀦瀦§鯛

蓄積増加の著しい

わが国の森林資源

戦後におけるわが国の森林整備

は，その時々の要請にこたえて，荒

面積 蓄積

Igm3万ha わ
が
国
の
森
林
資
源
の
推
移

3．000 30

全森林

全森林

2．000 20

－ －－－－ 天然林等

人工林

天然林等 －－－一一一

人工林

(人工林のうち
1－000 10

-----.（人工綱うち
35年生以下のもの）

35年生以下のもの）
一一

一一

一一

一一

一一一

0 0

5659年414651

資料：林野庁業務統§|・

4146515659年

｢・・pH・VP‐一‐ ■ 毛 睦＝低一唾嘩 至一－－4坐一一一．-－ ’一 ■
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第三者による造林実行などを盛り

込んだ「造林臨時措置法」の制定

(25年)，森林法の大改正（26年）

などが行われたのもこの時であっ

た。

「決議」のときの議事録を読む

と，「国破れて山河あり，日本に

は相当の山が残された｣，「民主主

義の名のもとに山林解放が行われ

るのではないか｣，「赤旗を振る殺

伐な気持ちを投げ捨てて，日本を

平和の象徴である緑一色に塗りつ

ぶそう｣，「デンマークはユトラン

ドに大造林地を完成，日本国民も

絶対に負けない｣，「挙国造林で日

本の再建を」と，野原正勝議員の

提案説明の言葉である。
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(写真提供／高知営林局広報室）
林政拾遣抄

緑の ツピノ、

各署で署員が「緑のハッピ」を着

て街頭に立ったという。直接市民に

呼びかけて，分収育林の趣旨，緑づ

くりの意義を説明して納得してもら

う。このPR活動をみんなで行った

のである。友人，知人を個別に訪問

したり，木協，森林組合の総会等で

説明するのとは違い緊張感があった

という。全く無関心な人の関心を呼

び起こす。そのためには緑づくりの

意義を十分に知ってもらわねばなら

ない。国有林での緑づくりの意義を

これほど丁寧に，真剣に一般市民に

知らせようとした活動は，長い国有

林の歴史のなかでもおそらく初めて

であろう。国民みんなのものとして

の国有林はこうした活動のなかから

生まれていくのである。

このほか，現地説明会では営林署

員の妻たちが山菜料理で見学者をも

てなした署もあったという。家族ぐ

るみで緑づくりの勧誘をすることも

国有林の歴史上初めてのことであろ

う。だが，こうした活動と熱意が，

国有林を発展させる原動力となる。

分収育林は，そのきっかけを作った

ものといってよい。 （筒井辿夫）

三昭和60年度の分収育林募集結果
号＝

三が発表された。昨年に引き続いて応
＝

曼募者が多く，全体として0.83の倍
言率となっているものの募集を上回っ
ニー

三た所も多かった。分収育林は，都市
三

三民の森づくり，緑づくりの夢をかな
＝

言える手っとり早い方法として人気が
g＝

三あるが,応募者の多い陰には営林署
三員の活動も目ざましい。ビラやパン
三

三フレットを手作りで作ったり，横断
三

三幕や看板を書いたりなどのほかに，
＝

三もつと積極的な活動も行われた。そ
＝

三の例を高知営林局にとってみる。
＝g

三（1）署ごとにキャッチフレーズを
目＝

二二

三 作る
三

三たとえば大正署では「四万十川の
旨＝

三清流のほとりで分収育林を｣，魚梁
三瀬署では「魚梁瀬スギのふるさとで
二＝

三緑のオーナーに」といった内容であ
三

三る。四万十川のほとりで釣を楽しみ
三

三ながら，緑づくりにも参加しよう。
＝

言そんな夢を持った人もいたことだろ
二二

三う。ロマンと期待で胸をふくらませ
三

Eながら国有林を訪れる。そんな環境
＝

言づくりは今の国有林にとって大切な
二

言ことである。
＝

三（2）緑のハッピ
ニニ

180唾一』一一垂一明軸戸呂･具歯■…＝一ゴー1

活動が行われる中にあって，なお，

ここ3年間で年平均7,800万nl8の

増加をみるに至った。この量は，59

年の木材需要量9,136万Xn3の9割

弱に相当し，来るべき国産材時代へ

向けて，量的な面でば明るい見通し

となってきている。

しかしながら，この蓄積の増加は

若齢人工林の生長を主体とするもの

であり，直ちには木材供給量の増加

につながらず，これを利用可能なも

のとするためには，間伐をはじめ適

正な保育管理が必要となっている。

また，近年，経済社会の成熟化に

伴い，国民の森林に対する要請も，

多種多様な木材の供給から，国土保

全，水資源かん養等の機能の高度発

揮，さらには，保健休養的あるいは

文化・教育的利用に対するものまで

と多様化してきており，これにこた

えるため，間伐の推進，複層林の造

成，天然林施業の推進等により，森

林資源の質的な充実を図ることが必

要となっている。
｜‐－－ 詞IIIlIlIlIII1IIIIMIIIIⅡ'''11ⅢlII1IlIIIlllIⅡ''1Ⅱ111Ⅱ11ⅡIⅡ11'11111Ⅱ1111IIllIIIllIⅡllIllⅡⅡ'11ⅡlIMlⅡ11ⅡlIIlIIlⅡ11ⅢHIlIIⅡⅡⅢ11ⅡⅡⅡ1111ⅡⅡⅡ11ⅢIlIIII川1111ⅡIllIIiI肩
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｢酒落た玄関」（その－）
北陸の町では，道路に面した家の

表から一段引き込んだ玄関を，よく

見かける。昔からの構造で，飛騨の

高山市では，最近の新しい家でも伝

統的な様式に現代風の様式を組み入
しゃれ

れた建築が多く，実に｢酒落た感じ」

の玄関が普段に見られる。

晒落る」とは辞書に，＝華やか

な装をする，気のきいたことをす

る，しゃれ（滑稽）をいう＝と説明

してあるが，正確な意味は＝気のき

いたことをする＝であると考える。

金をかけてゴテゴテと飾り，目だつ

模様の服装は｢派手な服装｣である。

滑稽をいうとの意味もあるように，

軽妙感をもつ概念であって，あまり

毒

ー＝

道路から下がったところにある玄関（商山）

鳥居風の門のある玄関し

建築設計家・滝沢l嘘（禁無断使川）

層珊棚W

八木下弘著

講談社現代新書801

巨 樹

講談社

東京都文京区音羽3-12-21

（霊03-945-1111）

昭和61年1月20日発行

新書判，176頁
定価580円

本誌に1月号から｢私の古樹巡礼」

を連載されている八木下弘さんが

r巨樹』という新書判の本を出され

た。

林業技術No.5311986.6

ﾊﾙ諭

八木下さんはすでに昭和54年に

I:|ｺ央公論社から『日本の巨木』.とい

う立派な写真集を出しておられ，こ

の新沓:はエッセーを交えたハンディ

ー判ともいえるだろう。

これら一連の作品集は20余年の

長年月かけて全国を巡り，搬影され

たものの集大成である。

巨樹を最もよい条件の下で写すと

いうことは大変むずかしいことのよ

うである。季節，天候，光線，風な

どのほかに撤影の足場などをも選ば

ねばならないからである。

1月号に戦った「杉沢の大スギ」

(福島）との出会いは昭和53年であ

ったが，多年にわたり念願していた

冠雪のスギを扱影できたのは59年

のことだったという。現地から降雪

の電話が入り，急きょ現地に走って

好機を得たという。

巨樹に魅せられた著者の愛着と執

金をかけないで，他人に好感を与え

るように，気をきかした服装が「酒

落た服装」であり，「派手」と「酒

落」とは同じではない。

近ごろ，欧米風と称し，白塗りの

とがり屋根の住宅を販売広告に晒

落た住宅」と呼んでいるが，これは

「派手な住宅」と呼ぶのが正しいは

ずである。これを「ショートケー

キ・ハウス」と名付けた人もいる

が，まことに適切な表現と思う。

高山市の商店街から横に入った軒

を接する家並みのなかに，商家でな
しようしや

い普通の町屋で，漁酒な風情の家が

ある。この家は，道路から2間ばか

り後にさがって建てられており，隣

りのピルとの境には，道路端から防

火壁風にブロック壁を造って，ビル

の雰囲気を遮断してある。その表間

口は，約3間，向かって左側は大き

な格子の出窓があり，古い格子造り

の町屋のような感じである。窓の下

は高さ3尺ぐらいの低い腰壁で，窓

の右手は数寄好みの黄褐色モルタル

念がうかがえるのである。

エッセーも感覚的にすぐれた文章

でつづられて美しく，写真をいっそ

う引きたててくれる。

春雨に紫匂う罷鳶の長ﾌジ(静岡）
の一部を引用しよう。

『行興寺境内の前を覆っているフ

ジ棚は美事であった。くねった幹は

雨に濡れて黒々と光り，その枝から

は長い房の鮮やかな花が無数に垂れ

下り，花もまた雨に濡れていやがう

えにもあでやかさを増していた。こ

んな美しいフジの花を見るのは初め

てである。この美事さを再現するに

は長いレンズと小絞りが必要であろ

う。4×5インチ判のカメラに450

mmのレンズを装着してピントグラ

スをのぞくと，まさに思わくどおり

の構図が得られた。花房の揺れが止

まるのをじっと待つ。望遠レンズは

焦点が浅い。前面に垂れ下がる花房
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仕上げの壁があり，その中央に1

尺×2尺ぐらいの明り障子風の小

窓をつけてあるが，おそらく夜

は，内から明りがついて玄関燈の

役目を果たすのではなかろうか。

さらに，その右側が玄関で表の壁

から2尺ぐらい引き込んだ所に，

ガラス格子の玄関戸が立てられて

ある。だから全体の軒ひさしは深

くはないが，玄関の上だけは深々

としたひさしになり，玄関横の壁

とこのひさしがつくる落ち着きの

ある空間によって，家に入る前に

寸時の屋外での緊張をほぐす間が

生まれ，また高い格調が醸成され

る。それに前述の玄関脇の壁と壁

にある明り窓が，よく調和して

「酒落た玄関」ができている。

この家の泗落た玄関と大きな格

子の出窓により構成される印象

は，木造建築が持つ小ざっばりと

あかぬけしたものであり，日本の

木造建築美のひとつの型である。

I

Iirこだ壹】1I

’

’
1

1

PPMと日本林業

U

､I

PPMという経営学用語がある。

ポート・フォリオ・マネジメントの

略称である。このPPMは1960年

代末，ボストン・コンサルティン

グ・グループのヘンダーソンにより

開発された多角化した企業等の経営

戦略決定への手順論である。PPM

を構成する理論的前提は経験曲線と

製品のライフ・サイクルである。経

験曲線は製品の市場占有率が拡大し

累積生産量が増加するにしたがって

製品生産コストが減少するという経

験則である。製品ライフサイクルと

は，一般にある製品の市場での成長

は導入期，成長期，成熟期と増大し

やがて衰退期に向かうという仮定で

ある。このふたつの理論を組み合わ

せることによりいろんな戦略が導き

出される。たとえば，ある企業のあ

る製品が市場において成長期にある

とすれば，当面の利益にとらわれず

累積雄琵景を早く増大させるための

市場占有率の拡大に的を絞り経営資

源の重点的配分をするといったこと

や，また，いくつかの製品系列をも

つ企業の場合，成熟期に達した製品

から利益を吸い上げて導入期，成長

期にある製品のシェア拡大のために

投資し，企業の長期的安定をねらう

といったことなどである。

ところで，このPPMになぞらえ’

て日本林業をみるとどうなるのだろi

う。日本林業という企業が市場に出

している製品系列には柱材，内装

材，家具材，パルプチップ材，特用

林産用資材，薪炭材などがあるとい

うことになる。それらの製品ライフ

サイクルについては，薪炭材は衰退

期，柱材は成熟期から衰退期に向か“

い，家具材，内装材，特用林産用資

材は成長期といった区分ができそう

である。特に日本林業という企業は

柱材という製品に過剰投資しすぎた

ようである。最近の長伐期化の傾向

や広葉樹の見直しといったことは，：

日本林業という企業が製品のライフi

サイクルを見直したうえで製品系列

の再編を行おうという経営戦略転換

への動きともみることができそうで

ある。

日本林業の現状をみるとき，林業

という企業は製品を市場に出すまで｜

に超長期を有するがゆえに,PPM|

的発想による政策の展開や資源整備l

の方向づけがより強く要請されるの｜

ではないかと思われる。

（偏奇木）

■
■
■
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から幹まで焦点を合わせるために

は，レンズを45まで絞らなければ

ならなかった。したがってシャッタ

ースピードも数秒は必要である。こ

の長い露光時間で，静止した花房の

写真が撮れるだろうか。揺れるフジ

の花との対時が続いた。撮影が成功

するか失敗に終わるかはこの一点に

かかっていた。陽光に映えるフジの

花も美しいが，今日のように小雨に

濡れていきいきとしているフジには

一種独特の風情がある。長いにらめ

っこの後，「今だっ」と独眼を皿の

ように見開いてシャッターを切っ

た』。フジの花の美しさとともに，

銃を構えたハンターがジット静寂の

中に息をひそめて狸物を待つのにも

似た，著者の緊張感が伝わってく

る。本誌と併せて一読をおすすめし

たい。（舟山良雄）
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豪雪地帯におけるブナ二次林の

再生過程に関する研究（Ⅱ)－

主要構成樹種の伐り株の樹齢と

萌芽能力との関係

新潟大農紙谷知彦

日本林学会誌68－4

1986年4月p.127～134

ブナ二次林において伐期と椛成樹

種の萌芽更新との関係を明らかにす

るために，主要16樹種について伐

り株の樹齢と伐採翌年に発生した萌

芽の発生部位別の本数および長さの

関係を調べた。

その結果，

(1)発生本数は大高木性樹種では伐

り残された樹幹部に，中小高木では

地際部で多く見られたが，発生部位

別間の平均伸長瞳には2，3の樹種

を除いて有意差は認められなかっ

た。

(2)樹齢と萌芽発生本数および伸長

量との関係から，ブナ二次林が皆伐

された後も引き続きブナが萌芽更新

によって優占するための股適な伐期

は，25年前後と推定された。

(3)また，最適な伐期を超えて伐採

された場合，萌芽由来の高木樹種の

相対的優占度はブナで低下し，ミズ

ナラで増加する可能性が示唆され

た。

木材中への液体浸透

京都府立大農矢田茂樹

木材工業No.470

1986年5月p.3～8

木材の化学加工においては，まず

薬剤を木材中の目的の場所に送り込

林業技術No.5311986．6

む必要がある。処理法としては目的

に応じて減圧・加圧，温冷浴,浸積，

拡散，塗布・吹付法ｶ武使用される

が，木材中への浸透は不均一かつ不

十分になる場合がしばしば認められ

る。

浸透促進の方策を示すためには木

材中への液体浸透機構および細胞壁

中への拡散機構についての理解が不

可欠であり，ここでは乾燥木材中へ

の液体の毛管圧流動における液体表

面張力の問題を主体に，さらに液体

流動後の細胞壁内への溶質拡散につ

いて述べている。

これまで浸透助剤としての界面活

性剤あるいは不揮発性物質の有効性

にはあまり注目されていないようで

あるが，有効毛管を持たない木材は

別にして，この方法は極めて簡単で

あり，少量の添加で大きな浸透促進

効果を示す樹種が多数存在する。木

材用の助剤としては「湿潤促進剤」

では不十分で，「浸透促進剤」とし

ての磯能が必要であり，この方面の

選択ないし開発が必要であろう。

林道切取裸地法面におけるカン

パ類の生命表一法面造成後2

年半の記録
ひかろ

林試・北海道支場北原曜ほか

北方林業No.446

1986年5月p.10～16

この研究の目的ば，林道切取面へ

の木本侵入の初期過程，すなわち種

子の落下から発芽，定着までを数量

的に明らかにすることである。ここ

では，条件が限定された1地域の1

法面の試験ではあるが，道内の裸地

法面に最も多く侵入する樹種の1つ

であるカンパ類を対象として，その

侵入阻害要因や阻害時期を明確にす

ることを試みた。ここでのいくつか

の知見は，一般の林地等のカンパ類

更新を予測するうえでも参考になる

としている。

種子の落~ドから残留，発芽，生存

までを追跡し，生命表としてまとめ

たが，法面へのカンパ類侵入を阻害

する最大要因は，種子の段階では凍

上融解と降雨による流失，稚苗の段

階では乾燥枯死（5～6月）と凍上

融解による根上り枯死(10月末～根

雪)であった。この両段階でみると，

凍上融解が最大の侵入阻害要因とい

える。なお，経費節約，景観保持，

水質汚濁防止のためにも，切取法面

への早期木本自然侵入を助長する必

要がある。

組織培養によるシラカンバの大

量増殖法

静岡県林試井出雄二ほか

林木の育種No.139

1986年4月p.21～24

組織培養による種苗の増殖は，農

業の分野ではすでに普通の技術とな

っており，それによって効率的な種

苗の大戯増殖が可能となっている。

シラカンバについてここ2年ほ

ど，組織培蕊による試験管内増殖

（マイクロプロパケーション）を試

みてきた。その結果，いくつかの方

法で試験管内での培謎を確立するこ

とに成功し，また，それらの方法を



拡張し，種苗の急速大量増殖法を確

立した。

以下，初代培養（剥皮枝条の試験

内さし木，葉柄の培養)，試験管内

での増殖（試験管内さし木，大量増

殖法),野外の環境への順化について

述べている。しかしながら，実際に

造林用の苗木を生産する場合には，

技術的に解決しなければならない点

が多い。特に，培地の調製，組織の

植付け，植替えなど多くの人手を要

し，低コストの苗木生産は望めな

い。こうした方面の技術開発が早急

に必要である。

床替機活用による自走式根切機

の改良

北見営林支局中田英一

機械化林業No.389

1986年4月P､28～34

廃棄される床替機を活用して，ト

ラクターの稼働時期と競合すること

なく，また従来の機械に比べ姿勢も

楽で操作も容易な自走式の側根切機

を改良製作した。

その構造としては，フレームの高

さを50皿から70cmとし，これに従

来型機の苗木案内保護板と根切円刃

を装着した。これらを操作するため

に運転席に油圧式コントロール装置

を取り付け，油圧レバーを操作する

ことによって，苗木案内保護板に連

動し，根切円板が地中に入り側根切

作業を行うものである。改良型は1

人作業であるため，2人作業の従来

型に比べ33％の能率アップがみら

れ，また改良製作費は工賃を除いて

74,000円であった。なお今後の改

良点として，四馬力の動力をパワー

アップすることによって，さらに性

能・功程を高めたいとしている。

村上式レール仕訳器の開発

前橋局村上営林署井村利明ほか

スリーエムマガジンNo.302

1986年5月p･12～15

造材盤台の丸太仕訳をより容易に

するため，レール仕訳器について改

良化を重ね，実用化に成功した。

開発したレール仕訳器は，従来の

ローラーコンベアをレールに替え，

その上に台車を乗せ滑走させるもの

で，盤台のレール据付け箇所を－段

低くするほかは従来と同じ盤台の職

造である。

以下，レール，台車についてその

仕様，構造が説明されているが，そ

の製作費（台車1台，レール9基）

は1雛台当たり126,500円である。

従来の作業に比べ，作業能率のアッ

プ，作業員の疲労の軽減を図ること

ができ，安全性が向上し，据付け，

撤去，運搬などの副作業が低減し

た。

プロ野球バットの折損と原因

林試・木材利用部海老原徹

林業試験場場報No.261

1986年4月p.2～5

現在，プロ野球のバットには，ア

オダモ（約70％)，ホワイトアッシ

ュ（約25％)，トネリコ（約5％）

が使用されているが，材質が強く粘

りがあり，打球面が容易に剥離しな

い長所のあるアオダモについて，材

質試験結果と折損して飛んだバット

（分離パット）の調査を中心に，プ

ロ野球バットの折損原因について考

察している。

分離バットについては，目切れを

なくすること，極端に年輪幅の狭い

材の使用をさけることによりかなり

減少する。また，過度に含水率を下

げると粘りが少なくなり，折損の原

因になる。そのほかに，グリップを

細く，ヘッドを重く，重量を軽くと

39

いう要求は，バットを強くする方向

とは正反対であることを関係者は認

識すべきだとしている。

森林を育てる：苗木生産に残さ

れた課題

林試。土壌部原田洸

現代林業No．239

1986年5月p.64～69

人工造林面積の減少に伴い，苗木

需要は減ってきているが，造林側か

らは優良苗木が要求されることにな

ろう。

優良苗木の生産には，(1)品種系統

の良い種苗の導入，(2)土壌環境の整

備，(3)優良苗育成技術の改善が3本

柱となるが，ここでは(2)と(3)につい

て述べている。以下，土壌環境の整

備として，深耕または心土破砕の実

行，堆厩肥確保に関連した問題，新

材料による堆厩肥の施用問題の3点

を強調し，ついで優良苗育成技術

（特に根切り問題)，省力で雄産性

の高い育苗（機械と農薬の合理的使

用，複合経営）について解説してい

る。

○守随治雄：変質の程度と地す

べりについて

地すべりNo.84

1986年4月p.26～30

○鎌田昭吉ほか：ここまで進ん

できた木質系工場副産物の活

用一本道・製材関連工業に

みる副産物の産出と利用

林No.410

1986年5月p.8～12

○舟山良雄：山村振興の方策を

考える

山林No.1224

1986年5月p.4～9

林業技術No.5311986.6
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系堆肥の熱度の基準値策定に関する

研究

口緩傾斜林地小流域における浅層地

下水位の形成と中間流出

閥術眉廟
蕊ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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林業試験場研究報告No.335

林業試験場

昭和61年1月

口木材高含水率の計器測定

ロアカマツの繊維傾斜度

口木材乾燥におけるクリープとセッ

トに関する研究

（研究資料）

ロ木造家屋における欽釘の劣化調査

（第6報）柏市立第五小学校校舎

口木材に含まれる硫黄燈

口人工被陰下でのアカマツ，スギ，

ヒノキ1年生苗の生長

ロドイツトウヒの高さ別年輪幅に現

れる生長パ久一ンとオオアカズヒラ

タハパチの食葉の影響

口可搬式シュートによる間伐材搬出

口天然林施業北方針葉樹林の1981

年15号台風被害前後の林分構造及

び家系構成

ログイマツ・カラマツ種間交配にお

ける雑種率の変動とその原因

ロブナ・アオモリトドマツ混交林の

立地

ロブナ・アオモリトドマツ混交林の

構造と更新

口同齢単純林の生長予測に関する研

究

口昭和56年15号台風によるエゾマ

ツおよびトドマツ風害木の材質につ

いて－2''×4''材による曲げ強度

性能

ロスギ内樹皮中でのうラバノール類

の季節変化

口各種環境条件下における釘接合部

及びメタルプレート・コネクター接

合部の力学的性質

口木材細胞壁の膨潤応力

成果報告第18号

岩手県林業試験場

昭和60年12月

ロスギの寒害による被害状況と上半

枯死木の処理方法

口数量化による北上山地地域コナラ

林の生長予測

ロスギ採種園柵成クローンの着花特

性と種子生産性

ロコナラ，ミズナラ幼齢林の生長と

密度

ロマツつちくらげ病の発生生態と防

除

ロスギ小径材製材品の乾燥による形

質変化

口県産広葉樹小径材の人工乾燥

口小径材の異樹種接着（第4報）

一丸棒の試作

ロ木材の薬品着色と光変色性一ア

ンモニア着色及び鉄汚染除去

ロカラマツ小径材の外観的形質

ロシイタケ発生時のビニール被覆効

果（第3報）－陸前高田市，種市

町，軽米町での春子生産

口滝沢村におけるシイタケの秋植菌

一ほだ木養成と初期発生

ロスギオガ屑を利用したヒラタケの

ピン栽培一殺菌温度，培謎日数と

発生

口薬用植物の育苗時における光環境

と生育および増殖技術一センブ

リ，タラノキ，マタタビ

演習林報告第2号

筑波大学農林技術センター

昭和61年2月

く論文＞

ロカラマツ疎密植栽試験（Ⅳ）

－－根元直径の生長解析

ロカラマツ根株心腐病罹病木および

健全木樹幹内の菌類相とその遷移

ロ野辺山原南部の水文環境(1)

－水文地形・地質

口野辺山原南部の水文環境(2)

－渇水期の地下水と河川流量

ロカラマツ生立木への根株心腐病菌

接種予備試験

口山腹水路工の落差部椛造に関する

水理実験

く資料＞

ロ筑波大学腿林技術センター八ケ岳

・川上演習林の高等菌類目録(1)

口気象月報

林業試験場研究報告No.334

林業試験場

昭和60年11月

口単木間の競合関係にもとづくトド

マツの生長モデル（第2報）直径生

長量および樹皮厚の推定

口森林生態系における炭素の循環

一リターフォール量とその分解速

度を中心として

口木質物の堆肥化過程の解折と木質

演習林報告第75号

東京大学農学部附属演習林

昭和61年1月

ロアカマツほか針葉樹メバエの光合

成・呼吸速度

林業技斯No.5311986.6
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林 業関係行事一覧

6月

区分｜行事名｜期間 主催団体・会珊・行事内容等

国有林の分収育林の募集

グリーンキャンペーン

親と子の森林教室

6月中旬より

6.1

林野庁・営林(支)局。緑のオーナー葬築

全国森林組合連合会。茨城県筑波郡筑波町（筑波山々随）および

国立林業試験場。森林・林業について都市住民の理解と協力を得，

都市と山村の職種的な交流をはかるグリーンキャンペーン事業の

一つとして58年度から実施されている。今回は筑波山々麓での

間伐・枝打ち作業を見学，植樹参加の後，林業試験場でく森と自

然を語る会＞を開催

国立オリンピック記念青少年総合センター

全
中

国
央

都道府県森林組合検査担当

職員中央研修会

林業振興地域整備計画制度

推進会議

都道府県間伐推進対策事業

担当者打合せ会議

間伐小径木需要開発シンポ

ジウム

６
６
－
－

２
２
５
６

６
６
６
６

●

■

●

林野庁第2，3会談室

都道府県会館（5日)，林野庁7F識堂(6日）

全国間伐小径木需要開発協議会，林野庁間伐対策室・腿林水産省

識堂（7階)・間伐4経木利用開発事例について報告（3件)，報

告者との討論を行う

農林水産省研修所

農林水産省研修所

京都府・柏楽郡南山城村および笠世町・記念式典および記念植樹

治山技術初級者研修

林業構造改善事業研修

広域基幹林道｢三国越線」

開通式および竣工式

０
８
２
２
－
－
１
３
１
２
２

●
ｂ
■

６
６
６京都府

7月

区分

秋田営林局

行事名｜期間
’7月職員の森

主催団体・会場・行事内容等

秋田営林局（造林課)・仁別国民の森・営林局職員が56年に植栽

したスギ林の下刈りを行う

秋田営林局（広報室)・仁別国民の森・森林の役割と効用，森林・

林業に関するクイズ等親と子50組を対象

全国町村会・札混市・京極町・壮瞥町・林業擬興対簸等の方策を

検討する現地検討会，瀧演3件，地域林業の細介2件，三重県以

北の市町村長ほか約130人参加

親と子の森林教室と森林浴’7月下旬
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八八八八一△‐八八八ハハ八八ハヘ八八ハ

もも4~j~44&43&&4訂可忍3a 学科は，林業学科（林学，病虫害

保繊ほか)，特用林学科，林産加工

学科（木材加工，林産化学)，林業

機械学科（林業機械化，伐採運輸）

があり，そのほかに専攻科（林業経

済管理，園林緑化，家具製造）と教

員誕成科（数学，物理，化学）が2

年制で設けられています。

今，私の教えているクラスは2ク

ラスで，1クラスは中南林学院の先

生たちのクラスで23名います。そ

のほかに3名ぐらいの聴識生がいる

ので大変です。しかも年齢は20～49

歳，日本語の学習歴もまったくない

人からかなりできる人までばらばら

で，専門もさまざまです。もう1ク

ラスは大学院生のクラスで6名で

す。こちらはかなりレベルが高く，

私の話はだいたいわかるようです。

人数が少ない分気が楽なのですが，

個々のレベルの差が激しく，授業を

進めるうえで難しいクラスです。私

が湘潔市や長沙市に行くときに通訳

をかって出てくれる人から，丁寧に

話をしていてもほとんどわからない

会員の広場

のんべえ通信

中南林学院で日本語教師をしてい

る筆者から，この通信が寄せられた

のは昨年末のことでした。もともと

私的なものですが，日常生活の報告

もなかなかおもしろいし，教材不足

を訴え協力を求めているので，遅れ

ばせではありますが，公開すること

にしました。（編集部）

1カ月半前に株洲に着いたとき

は，ブラウス1枚でちょうどよかっ

たのに，今では，厚いセーターの上

にオーバーを着込んで外に出ても寒

いぐらいです。12月9～10日に襲

った寒波はすべてのものを凍らせま

した。木々も葉っぱも凍りつき，厚

さ2～3cmの氷がべったりと付い

て，朝日の中でキラキラと輝いてい

ます。学校の廊下も凍ってツルツル

です。温度は－5°Cぐらいなので

すが，湿度が高く，すべてがじっと

りとしてそれが凍りつくのですから

たまりません。部屋の中はまるで冷

蔵庫のようになります。そこで，私

は電気コンロを持ち込み，羽毛服を

着て，寝袋に入って授業の準備をし

ていました。しかし，寒波さえこな

ければ，東京とそんなに変わらない

林業技術No.5311986.6

と

十
み
一

一

一 明 子

気候です。

私が勤めている中南林学院は北京

から汽車で23時間，広州からだと

12時間の株洲という街の郊外にあ

ります。中南林学院は中国林業部直

属の大学で学生数1,300名，教職員

1,000名です。1980年にこちらに移

転したので，まだ建築中の建物も多

く，計画規模としては学生数2,000

人だそうです。図書館もまだ建築中

です。
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人までいろいろです。でもいちばん

大変なのは，こちらに日本語の教材

がほとんどと言ってよいくらいない

ことです。なんとか単語量を増やし

てもらいたくて，いろいろな話をし

ますが，限界を感じます。なにしろ

教科書を手に入れるだけでも一苦労

で，学生たちに教科書が行き渡るの

に2週間以上かかりました。広州ま

で買いに行ったり学校側はずいぶん

苦労をしたようです。どうか皆様な

んでもよいですから，不要になった

本がありましたら送っていただけま

せんでしょうか。子ども向けの本，

林業関係の専門書，科学雑誌，なん

でもかまいません。よろしくお願い

します。

日本語の先生は私のほかにもう一

人中年の女性がいます。彼女はもと

もとロシア語の先生だったそうで，

日本語はあまりできません。でも，

外国語教研室の主任ですから，経験

はあるのでしょう。彼女は教師クラ

スの文法を6時間と研究生クラスの

2時間を受け持っています。私が残

りの教師クラス16時間と研究生ク

ラス6時間を担当しますが，かなり

大変です。でも，学生たちがとても

まじめに勉強してくれるので，私の

おぼつかない授業もなんとか進んで

います。学生たちはなにしるまじめ

で，ちょっと準備をいいかげんにす

るとすぐにパしてしまいます。本当

に先生というのは大変な仕事だとし

みじみ実感しています。

さて，そろそろ私の日常の暮らし

ぶりを報告することにいたしましょ

う。株洲は人口30万余，湖南省で

4番目の都市だそうです。駅の周り

には大きな工場がいっぱいあり，公

園もあちこちにあります。駅から車

で北へ走ると（長沙へ向かう道）20

分で学校に着きますが，このへんは

もうすっかり農村地帯です。小さな

丘陵が連なり，平地には水田が広が

ります。小さな山はスギ，マツ，ア

ブラチャンが植えられています。禿

山もあります。でも遠くから見ると

禿山ですが，近寄って見ると畑を作

っています。アブラチャンはツバキ

によく似ていて，このあたりの人々

の食用油をとっています。山はほと

んど村有林で，先月遊びに行ったと

きにはちょうどスギの間伐材を売っ

ているところに出くわしました。50

kg12元で安いのか，よく売れてい

ました。スギは日本のによく似た広

葉杉です。

このあたりの農業は米作を主に，

野菜や養魚を適当に組み合わせてい

ます。米は例のハイブリット米で，

二期作です。私にはお世辞にもおい

しいとは感じられないのですが，こ

ちらの人の口には合っているようで

す。当初，私は学校の食堂で食事を

していたのですが，どうしてもこの

お米がロに合わず，残してばかりい

ました。すると食堂の人たちが心配

して「日本で何を食べているのか」

と聞くわけです。「米を食べている

んだけど，この米とは違う米だ」と

言うと，けげんな顔をします。あち

こちで外食もしましたが，やはりど

このご飯も皆ハイブリッ|､米でポロ

ボロ，ガサガサご飯です。見た目は

日本のお米とそんなに変わらないの

ですが，味がまったく違います。

ここは野菜や果物が豊富で，魚も

鯉のほかあまり見たことのない淡水

魚をいっぱい売っています。

食堂で作ってくれる食べ物はなか

なかおいしく，また，学校に来たお

客さんにも会え，話ができるので楽

しかったのですが，私があまり食べ

－会員
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の広場

る量が少なく，しかも時間を不規則

にするので，自分で作るというはめ

に陥りました。食堂は朝7時，昼は

11時半，夜は5時に食事を出すの

で，授業が終わってからのこのこ行

くと，12時半だったり，どうもおな

かがすかないので，6時ごろ食堂に

行くとひどく迷惑がかかるわけで

す。料理など日ごろし慣れない私に

とって，毎食作るのは苦痛ですが，

その分時間が自由になるし，中国の

野菜や肉の味を確かめられるので，

楽しみも増加したわけです。

野菜でおもしろいのは大根です。

太さは日本のと変わらないのです

が，長さが10cmぐらいしかなく，

一人で食べるには手ごろな大きさで

す。味もなかなかで，鍋や，お吸い

物に入れるととてもおいしくなりま

す。近くの農民が毎朝6～7時に野

菜や卵,魚,豆腐を売りに来ますが，

なかなか買いに行けないので（起き

られない）私の学生が代わりに買っ

て来てくれます。そのほかに「1」

の日と「6」の日には，学校の前に

市が立ちます。野菜，魚，肉類はも

とより，服，布，靴，その他雑貨が

ずらりと並びます。ですから，特別

ぜいたくをしようと思わなければ，

買い物はすべて地元で間に合いま

す。

話が前後しますが，この「のんべ

え通信」で，私の出会った中国の人

人や事柄について，率直な印象を書

きたいと思っています。題名を「の

んべえ通信」としたのは私が毎日お

酒を飲んでいるからではなく，酒の

さかなになるような通信にしたいと

願ってのことです。

でも先日，私付きの服務員さんの

家に遊びに行ったとき，もち米で造

ったドブロクをごちそうになりまし
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た。とても甘くて，ちょうど日本の

甘酒のようですが，念願のドブロク

にありつけたので，ついつい4合ぐ

らい飲んでしまいました。しかし，

アルコール分はあまりないようで，

まったく酔った感じはしませんでし

た。このへんでは，どこの家でも自

家製のドブロクがあるということな

ので，今後もっと農家を訪ね歩き飲

み歩こうと思っています。

酒といえば，つまみですが，こち

らの酒のつまみはピーナツ，スイカ

の種，へんな味の豆（奇味豆）など

があります。ピーナツは千葉のピー

ナツより美味ですが，スイカの種は

食べるのが大変です。「へんな味の

豆」というのが，本当に変な味で，

そら豆に黒砂糖をまぶして唐辛子が

かけてあるのです。甘くて，辛くて

本当に変な味。このほか，こちらに

は変わった食べ物がいっぱいありま

す。臭豆腐，漢方薬でゆでた卵，肉

入りロールパン揚げ，米粉（日本で

いうビーフンではなく米のうどん）

…．．。今私の学生たちにいろいろ料

理を習っています。そのうち，料理

特集でもやってみようと思います。

食べ物の話はつきませんが，最後

にまたお酒の話。こちらに着いてか

ら，最初にごちそうになったのはキ

ウイの炭酸酒です。キウイの原産地

は中国ですが，湖南省もキウイがよ

くとれるようです。でも栽培してい

るのは少なく，ほとんど野性のもの

だそうです｡現物は,時期はずれであ

りませんでしたが，日本のものより

淡い色をしているようです。お酒は

とても甘く，サイダーのようです｡で

もアルコール分はけつこうあるよう

です。クリスマスにはこのお酒で学

生たちとクリスマスパーティーをや

ることにしています。どんなパーテ

ィーになることやら，楽しみです。

熱心な学生たちに日本語を習得し

てもらえるよう，日本語の教材,本，

歌集，雑誌等を送ってください。よ

ろしくお願いします。

宛先中国湖南省株洲市

中南林学院十三明子

緑，豊かな日本の天然資源

上野八惠

昨年は国際森林年にちなんで，新

聞や雑誌に緑や森林の保護について

多くの方々の意見や手記が掲載され

た。私が毎月寄贈を受けている広報

誌『ほつかいどう』にも“樹を愛す

ることは地球を愛することです”と

の見出しのもとに"地球と森林""森

林と人""森林と水"など私たちの暮

らしと森林のかかわりを親しみやす

く，楽しく説く記事がたくさん掲戦

された。私は，それらの記事を読

み，深く感銘するとともに，入はな
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ぜ森林がなければ生きていけないの

か，自分なりに考えをまとめてみた

いと思った。

現在の地球上には，太古約-'一億年

ほども前からこの地上に現れた生命

のすべてが一つの生態系を保って雑

居している。これら長年かかって現

れた生物や生態系はかけがえのない

偉大な自然史博物館である。

ここで古代からの生命の進化をひ

もといて考えてみると，いちばん最

初に炭酸ガスと亜硫酸ガスが充満し

た岩だらけの地上に酸素を送り出

し’動物がすめるような環境を作り

出したのは藻類である。無脊椎動物

時代を経て，これら藻類はコケ類に

進化した。このころは最初の脊椎動

物として魚類が現れ，陸にはドラゴ

ンフライといわれている羽根の長さ

が50cmから60cmもあるような

大きなトンボをはじめ多くの昆虫も

現れた。

古生代の後期から中生代初期にか

けてはコケ類もシダ植物へと進化

し，巨大なシダが地上を覆った。そ

してその陰には，体長2mもあるよ

うな大型の両生類がすんでいたこと

が化石などで知られている。中生代

中期になると厳しい乾燥期力端き，

両生類がは虫類へと進化したのと同

時にシダ植物もヤシやソテツ，イチ

ョウなどの裸子植物へと進化してい

る。しかし，これら裸子植物は実は

なっても決して花が咲くことはなか

った。これらは強烈な太陽の日差し

を受けて生じた砂漠の中にまばらに

茂っていたらしい。20mも30mも

ある大型の恐竜もこのころに栄え

た。中生代の終わりから新生代にか

けて地表が氷河に覆われると，変温

動物であるは虫類は地下にもぐった

種類を除いてはほとんど死滅してし

まい，哺乳類が繁栄する。植物も裸

子植物から被子植物に進化して，こ

のとき地球上に初めて花が咲き緑あ

ふれる広葉樹林が茂ったといわれて

いる。

大型の肉食恐竜力職行していた中

生代において哺乳類の先祖たちの行

動時間は，恐竜の餌となることを恐

れて，ほとんどが夜間に限られてい

た。したがって哺乳類の先祖たちに

は色彩感覚がなく，彼らの視界はモ

ノクロの世界でしかなかった。とこ



ろが哺乳類たちは厳しい氷河期を乗

り越え爆発的な繁殖をし，は虫類を

圧倒すると霊長類の先祖といわれて

いるネズミ，ツパイの類は木に登っ

てさんさんと降り注ぐ太陽光線を浴

び，木々の緑の葉を見て色彩感覚を

取り戻しカラフルな世界を発見した

といわれている。

このように，緑と哺乳動物はこの

地上に同時期に相関関係を保って生

き繁栄した生物であり,緑の植物,木

や森は，ホモサピエンスであるヒト

をも含めた哺乳類にとっては切って

も切れない心の故郷であり，本能的

郷愁を感じるのであろう。したがっ

て緑の中にいると感情が落ち着き，

情操が整い，心の安らぎが得られる

わけである。一森がなければ人間

は生きてはいけないんだよ－とい

う言葉の裏にはこうした地球上にお

ける生命進化のうえでの深い意味合

いとつながりが発見される。

わが国は国土の約70％が美しい

緑に覆われているため，私たちはお

いしい水をいつでもふんだんに飲む

ことができる。生きとし生けるもの

にとり，これ以上深い自然の恩恵は

ないと言ってよいのではなかろう

か。

かつてサウジアラビアのサウド国

王が日本を訪問されたとき，京都の

苔寺に宿泊され，素足でみずみずし

い苔を踏まれて，雨が降ってきたら

両手を広げて「ああ，雨だ，雨だ」

と子どものようにはしゃがれたとい

う話があり，アラビアには石油はあ

るが，雨は降らないと言って，みず

みずしい日本の自然を大変うらやま

しがられたという。

我々日本人の目から見れば泥水と

しか映らない水を命のきずなとして

生きてきた砂漠民族の生活を考える

とき，美しい緑の森林，ふんだんに

使えるおいしい水に恵まれていると

いうことは，あまりにもぜいたくす

ぎると言ってよいのではないだろう

か。

石油も石炭も地球の進化の過程に

45

－会員の広場

おいてできたものであることから考

えて，美しい水のしたたる緑もこれ

らに勝るとも劣らぬ天然資源の一つ

ではあるまいか。よく日本は天然黄

源皆無の島国である－といわれて

いるのを耳にするが，気候温暖な日

本列島全体を覆う美しい緑やふんだ

んに使えるおいしい天然水に恵まれ

ていることを再認識して，かけがえ

のない美しい緑を日本の唯一の天然

寅源として大切に利用したいもので

ある。

無数に散在する天体のなかで地球

だけに生命が存在することを考えて

みたとき，荒々しい岩肌の月などに

比べて地球はなんと潤いのある華麗

な星であることよノこの華班きわま

りない生命の根源を支える緑を愛す

ることは，まさに，万物の生命を守

り地球を愛することであり，21世紀

にかけて我々人類の使命でもあると

考える。

(前・国立科学博物館勤務）

日本林業技術協会北海道事務所開設のお知らせ

日本林業技術協会では，北海道における業務の円滑

な推進を図るため，5月1日から北海道事務所を開設

し，所長塩田英明，部長平林彰一，同渡辺太一外を配

属して，道内における各種業務にあたることとしまし

た。去る5月7日に札幌市のKKR札幌で，各官公庁

林業関係諸団体その他関係者約140名をお招きし，北

海道事務所開所の披露パーティーを催し，同事務所に

対する関係者各位のご指導ご支援方お願いしました。

なお北海道事務所の住所等は次のとおりです。林業

会館は北海道庁のすぐそばにありますので，会員の方

方のご来所をお待ちしています。

〔〒060〕札幌市中央区北四条西5－1
林業会館3F

TEL(011)231-5943

FAX(011)231-4192

北海道事務所の開所披露パーティー

林業技術No.5311986．6
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第32回林業技術賞・同努力賞および

第32回林業技術コンテス|､入賞者の発表

口第32回林業技術賞□

「ラワン材を加害するヒラタキクイ虫防除技術の
確立」

岐阜県林業センター野平照雄
（岐阜県支部推せん）

「多，豪雪地帯におけるスギ人工林造成に関する
広汎な試験研究と技術開発および研究体制の組
織化」

山形県立林業試験場佐藤啓祐
（山形県支部推せん）

「スギカミキリ成虫を捕狼するだめのバンド法の
開発ならびにその防除と生態研究」

奈良県林業試験場柴田叡弍
（奈良県支部推せん）

口林業技術賞努力賞
「長野営林局管内におけるカラマツ造林不適地の
土壌条件一一特に土壌の理学性について」

長野営林局林信一
（長野営林局支部推せん）

口第32回林業技術コンテストロ

＜林野庁長官賞＞
「苗間根切機の開発について」

函館営林支局計画課田嶋雄一
函館営林支局森営林署
南条幸雄・山口薫・横山勝義

「清水町における地域別カラマツ育林指標」
北海道胆振支庁伊藤孝

「からまつ丸太を群椛造として施工した西部地盤

土石流跡地の復旧工法について」

長野営林局王滝営林署
原文夫・伊藤国男

く日本林業技術協会賞＞
「シラス地帯における斜面緑化工法について」

青森営林局弘前営林署唐牛孝司
「高密路綱とアカマツ列状保育間伐について」

宮城県米川生産森林組合千葉正紀
「ウダイカンバ人工林の除間伐試験」

北海道岩見沢林務署中茂正彦

「ホールバックラインによる株替えのひと工夫」
東京営林局甲府営林署
望月純雄・加藤明

|協会のﾗー 三~罰

◎常務理事会

昭和61年度第1回常務理事会を

次のとおり開催した。

期日：昭和61年5月16日（金）

場所：日林協5階会議室

出席者：猪野，梶山,宮下,湯本，

神足，塩島，鈴木，辻，中村，滑

川，村松，佐藤（監事）新庄，光

本，（顧問）松井，坂口，福森，蓑

輪，小畠，（参与）林産課長，造林

課長，林道課長，研究普及課長，経

営企画課長，計24名

議事

猪野理事長より挨拶の後，次の事

項について説明した。

1．第41回通常総会提出議案に

ついて

◎講師派遣

1.依頼先:林野庁

内容；昭和61年度治山技術初

級者研修

期間：6月12日

以上のとおり決定し，5月29日開催の第41回総
会席上で表彰式が行われました。

講師：梶山技術指導役

2.依頼先：静岡県

内容：造林・間伐事業担当者研

修会

期間：5月9日

講師：若森技術開発部課長

3.依頼先：愛知県林業センター

内容：昭和61年度林業研修

期間：5月19～21日

講師：若森技術開発部課長

◎海外派遣

アフリカ経済技術協力（緑の国際

協力）調査にかかわる現地調査のた

め，5月3～30日まで吉本主任研究

員をセネガル国へ派遣した。

◎第3回森林(もり)の市闘崔さる

第3回驍林の市」が下記のとお

り開催され，本会も空中写真の実体

視，マイコン森林教室，ビデオ放映

等のコーナーを担当，参加した。

主催：林野庁（後援･東京都）

日時95月17,18日

場所：都立代々木公園

◎調査部関係業務

生活境境保全林事業の既施行地に

ついて，下記のとおり現地検討会を

実施した。

5月13～15日青森県下施行地

5月21～23日新潟県下長岡市，

六日町

なお，近く兵庫県下で実施予定。

昭和61年6月10日発行

林業技術

第531号

編集発行人猪野砿
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7
電話03(261）5281(代)～7
FAXO3(261)5393
賑替東京3-60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
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’
激甚な森林災害の復旧を通じて、森林の公益的機能の維持回復に大きな役割を果たしてきた。
この制度は、復旧対象が植物であり、また面的広がりをもつ等の事業特性から、施設災害復旧
と造林補助の両制度をとり入れた、災害復旧制度としては一種独得の仕組みとなっている。そ
の上、歴史が浅く、全国府県の半数は本事業に関して未経験の状況にある。一方、森林災害は
予告塑しに突発して、発生のその日から対応が迫られるものである。このような事業と制度を
正しく把握し、森林災害の発生に当たって迅速・的確に対処するためには、実務にすぐ鰻役立つ
手引書の整備が不可欠と考えられる。この改訂版は、そのような葱図から、当研究会が討議を
重ね取りまとめたものである。
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国有林分収育林制度研究会･編/A5判/420頁/定価4,300円/〒300
林野庁では､.試験的、モデル的に第1回目の国有林分収青林契約の公募を行ったところ、募集

口数808口に対して応捺口数は2,812口、競争率は3.5倍に達する等相当な反響があった。今後、

森づくりに対するこのような国民の要望に応え、円滑な事業の推進を凶ることが重要と考えら

れる。本書は、国有林分収育林制度の運用の一助となるように、林野庁の関係職員ができるだ

けわかりやすく解説を施したものであり、本制度の円滑な述用に広く活用されることを期待す
るものである。
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顔日本林業技術協会
〒102束京都千代田区六番町7番地
電話(03)261-5181振替東京3-60448

●ご注文は直接当協会へ．…発売元
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●持病のある方…………。
冷え症･神経痛･リウマチ･あせも．

●？●

●冷える職場で働く方……

●早く疲れを取りたい方…

●気疲れをとりたい方…･･･

しもやけ･肩こり･婦人病･癖etc。

林業･畜産･農業･漁業･屋外作業．

冷房オフィスetc・

ドライバー.立ち続け･肉体労働・

過激な運動･座り続けetc。

'副図労働者･受験生･学校教師．

コンピュータ技術者etc。
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